
日
本
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
展
開
と
そ
の
課
題

l
i
生
業
研
究
と
景
観
研
究
を
中
心
と
し
て
l
l

佐

野

静

代
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は
　
じ
　
め
　
に

　
今
日
、
日
本
の
歴
史
研
究
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
「
環
境
史
」
と
呼
ば
れ
る

動
向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
環
境
史
の
定
義
は
論
者
に
よ
っ
て
様
々
で
あ

る
が
、
共
通
す
る
認
識
と
し
て
は
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
歴
史
的
視
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

か
ら
考
察
し
よ
う
と
す
る
立
場
と
い
え
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
は
、

深
刻
化
す
る
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　
し
か
し
こ
の
環
境
史
の
潮
流
は
、
日
本
独
自
に
発
生
し
た
も
の
で
は
な
い
。

環
境
史
と
い
う
言
葉
の
ル
ー
ツ
は
～
九
七
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
で
確
立
さ
れ

た
「
2
鼠
8
臣
旨
Φ
馨
臨
匡
。
。
§
《
」
に
あ
り
、
日
本
に
は
「
環
境
史
」
・
の
訳
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

で
八
○
年
代
初
頭
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
Φ
⇒
三
δ
⇒
曇
①
鴛
巴
ぴ
す

8
同
論
は
ア
メ
リ
カ
歴
史
学
会
か
ら
組
織
化
さ
れ
た
点
で
歴
史
学
を
母
体
と

す
る
も
の
の
、
そ
の
研
究
内
容
は
八
○
年
代
以
降
、
人
類
学
を
は
じ
め
と
す

る
他
分
野
と
の
議
論
を
経
て
拡
大
し
て
い
る
。
今
日
の
世
界
的
動
向
と
し
て

は
、
「
環
境
史
」
と
は
む
し
ろ
広
義
に
、
人
類
学
・
生
態
学
・
地
理
学
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

幅
広
い
分
野
に
ま
た
が
る
横
断
的
・
学
際
的
な
枠
組
み
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
日
本
で
は
、
　
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
、
歴
史
学
関
係
の
諸
学
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

で
「
環
境
史
」
を
冠
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
特
集
が
相
次
い
で
い
る
よ
う
に
、

環
境
史
は
歴
史
学
者
の
研
究
テ
ー
マ
と
み
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
例
え
ば
、

近
年
の
環
境
史
関
連
の
研
究
レ
ビ
ュ
ー
で
も
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
対
象
は
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ぼ
文
献
史
学
の
研
究
成
果
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
に
お
い

て
も
環
境
史
研
究
は
八
○
年
代
以
来
、
社
会
学
や
地
理
学
な
ど
歴
史
学
以
外

の
分
野
で
も
多
彩
な
展
開
を
み
せ
て
お
り
、
そ
の
成
果
と
分
野
間
で
の
共
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
欧
米
の
「
①
p
く
昇
。
自
暴
①
9
巴
鐵
ω
8
H
鴫
」
同

様
、
環
境
史
研
究
が
高
ま
っ
て
き
た
背
景
に
は
環
境
問
題
へ
の
多
角
的
な
関

心
が
あ
り
、
そ
の
動
き
は
一
つ
の
学
問
分
野
を
超
え
た
幅
広
い
潮
流
と
し
て

と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
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ま
た
現
在
、
環
境
史
の
定
義
や
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
史
研
究

者
の
間
で
も
混
乱
が
み
ら
れ
、
特
に
そ
の
目
的
に
つ
い
て
の
議
論
が
続
い
て

　
⑦
い
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
日
本
の
環
境
史
研
究
で
は
海
外
の
環
境

史
の
研
究
動
向
が
十
分
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
か
つ
て
欧
米
で
行

わ
れ
た
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
側
面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
歴
史
学
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
る
日
本
の
環
境
史
研
究
に
つ
い
て
論

点
を
整
理
し
、
世
界
的
な
研
究
動
向
と
の
相
対
化
を
行
っ
た
上
で
、
日
本
に

お
け
る
環
境
史
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

環
境
史
の
枠
組
み
は
広
く
、
考
古
学
・
思
想
史
あ
る
い
は
生
態
学
に
も
及
ぶ

そ
の
す
べ
て
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
の
観

点
か
ら
、
特
に
日
本
の
環
境
史
の
初
期
の
展
開
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た

社
会
学
・
民
俗
学
・
文
献
史
学
・
地
理
学
分
野
を
中
心
に
論
じ
る
こ
と
と
す

る
。　

本
稿
で
の
分
析
視
角
と
し
て
着
目
し
た
い
の
は
、
環
境
史
に
お
け
る
生
業

研
究
と
景
観
研
究
の
意
義
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
「
①
嚢
綜
o
ρ
旨
Φ
艮
既
プ
す

ε
曼
」
が
発
展
し
た
背
景
に
は
、
○
餌
臨
○
■
ω
き
9
を
は
じ
め
と
す
る
地
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

学
者
に
よ
る
景
観
研
究
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
生
業
活
動
に
伴
う
自
然
改
変
と
景
観
形
成
と
い
う
視
点
が
底
流
し
て

い
る
。
ま
た
今
日
、
歴
史
学
と
共
に
広
義
の
「
環
境
史
」
を
構
成
し
て
い
る

も
う
一
つ
の
潮
流
と
し
て
、
人
類
学
者
を
中
心
と
す
る
「
歴
史
生
態
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

（
三
ω
8
臥
。
巴
Φ
8
一
〇
σ
q
団
）
」
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
「
歴
史
生

態
学
」
に
お
い
て
も
後
述
す
る
よ
う
に
生
業
と
景
観
が
重
要
な
分
析
概
念
と

　
　
　
　
⑩

な
っ
て
い
る
。

　
以
上
の
動
向
を
う
け
て
、
本
稿
で
は
こ
の
生
業
・
景
観
研
究
を
本
来
的
な

テ
ー
マ
と
し
て
き
た
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
、
日
本
の
環
境
史
研
究
に
つ

い
て
論
点
を
整
理
す
る
。
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
研
究
史
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
日
本
の
環
境
史
を
世
界
的
潮
流
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　
本
稿
で
は
ま
ず
、
欧
米
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
動
向
を
概
略
的
に
押
さ

え
た
上
で
、
社
会
学
・
民
俗
学
・
文
献
史
学
・
地
理
学
の
各
分
野
に
ま
た
が

る
日
本
の
環
境
史
の
展
開
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。

　
①
椎
名
則
明
・
下
川
雅
弘
・
國
分
裕
編
鞘
環
境
史
」
関
連
文
献
目
録
（
雑
誌
論

　
　
文
）
…
一
自
然
と
入
間
編
1
」
日
本
大
学
史
学
会
史
叢
六
九
、
二
〇
〇
三
、
一

　
　
－
一
二
三
頁
。

　
②
中
山
茂
「
環
境
史
の
可
能
性
」
歴
史
と
社
会
一
、
一
九
八
二
、
一
六
一
一
一
八

　
　
三
頁
。

　
③
石
弘
之
「
い
ま
な
ぜ
環
境
史
な
の
か
」
（
石
弘
之
・
樺
山
紘
τ
安
田
訟
訴
・

　
　
義
江
彰
夫
編
『
環
境
と
歴
史
㎞
新
世
社
、
　
一
九
九
九
）
　
一
1
｝
○
頁
。
環
境
史
を

　
　
代
表
的
す
る
専
門
誌
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
国
類
≦
δ
ロ
ヨ
Φ
艮
匙
雷
。
・
8
曼
と
イ
ギ
リ

　
　
ス
の
戸
口
く
マ
。
ロ
日
Φ
簿
磐
匹
田
ω
δ
蔓
の
掲
載
論
文
を
み
て
も
、
そ
の
投
稿
者
の
専

　
　
門
分
野
は
歴
史
学
・
人
類
学
・
生
態
学
・
政
治
学
・
経
済
学
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ

　
　
て
い
る
。

　
④
　
主
な
も
の
と
し
て
、
民
衆
史
研
究
五
五
号
「
特
集
・
環
境
史
へ
の
視
座
」
　
一
九

　
　
九
八
年
、
民
衆
史
研
究
六
一
号
「
特
集
・
環
境
史
の
可
能
性
」
二
〇
〇
一
年
、
歴
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史
評
論
六
五
〇
号
「
特
集
・
環
境
史
の
可
能
性
」
二
〇
〇
四
年
、
新
し
い
歴
吏
学

　
の
た
め
に
二
五
九
号
「
特
集
・
環
境
曳
の
現
在
」
二
〇
〇
五
年
な
ど
。

⑤
高
木
徳
郎
「
日
本
中
世
史
研
究
と
環
境
史
」
歴
史
評
論
六
三
〇
、
二
〇
〇
二
、

　
一
五
－
二
七
頁
、
水
野
章
二
門
中
世
荘
園
・
村
落
研
究
と
環
境
史
」
（
水
野
章
二

　
編
『
中
世
村
落
の
景
観
と
環
境
－
山
門
卑
近
江
国
木
津
荘
i
』
申
文
闇
、
二

　
〇
〇
四
）
三
－
一
四
頁
、
飯
沼
賢
司
魍
環
境
歴
史
学
と
は
な
に
か
』
山
川
出
版
社
、

　
二
〇
〇
四
な
ど
。

⑥
こ
の
点
に
関
し
、
自
然
地
理
学
の
宮
本
真
二
が
近
年
、
日
本
の
環
境
史
研
究
を

　
地
理
学
の
研
究
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
理
学
隣
接
分
野
に

　
お
け
る
環
境
史
の
展
望
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
宮
本
真
二
「
フ

　
ィ
…
ル
ド
か
ら
の
環
境
史
一
地
理
学
か
ら
の
応
答
一
」
（
臼
下
雅
義
編
『
地

　
形
環
境
と
歴
史
景
観
－
自
然
と
人
聞
の
地
理
学
1
』
古
今
書
院
、
二
〇
〇

　
四
）
七
－
二
一
頁
。

⑦
水
野
章
二
州
特
集
に
あ
た
っ
て
」
薪
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
二
五
九
、
二
〇
〇

　
五
、
　
一
－
二
頁
。

⑧
≦
。
巨
實
σ
‘
．
U
。
ぎ
σ
q
睾
く
ぎ
倭
詩
邑
烹
。
。
§
《
、
（
≦
。
艮
負
U
‘
Φ
儒
‘
§
鴨

　
§
勢
ミ
琳
鳶
§
、
ミ
h
萄
、
落
ミ
雪
曇
ミ
ミ
。
譜
ミ
§
蔑
こ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
詮
。
§
O
餌
学

　
げ
『
匡
α
q
p
一
〇
c
。
。
。
ア
署
■
b
。
○
。
甲
ω
O
刈
一
毛
琶
貯
ヨ
ρ
竃
‘
甫
冨
お
一
巴
。
霧
。
｛
竃
－

　
＜
躍
8
ヨ
①
艮
鉱
課
。
・
8
蔓
雪
匹
田
。
。
8
臨
。
鉱
α
q
8
α
Q
困
巷
ξ
．
堕
旨
8
ヨ
瓢
。
｛
田
ω
ε
腎
巴

　
0
8
α
q
「
巷
ξ
▼
b
。
ρ
6
㊤
介
箸
．
ω
山
一
一
9
0
ω
9
Ψ
〉
’
芝
‘
．
↓
訂
嚇
舞
帥
葦
戸
①
・

　
。
。
①
蓉
。
｛
霧
く
一
3
昌
罵
Φ
三
巴
げ
一
。
・
ε
蔓
、
甲
出
ミ
ミ
§
日
顛
絵
9
、
艦
ら
ミ
沁
鳴
鼠
鳴
β
一
〇
ρ

　
一
8
伊
署
．
＝
ミ
山
一
Q
。
り
．

⑨
前
掲
⑧
ヨ
摂
鋤
日
ω
論
文
、
お
よ
び
注
脚
③
石
論
文
。

⑩
切
器
p
≦
も
窪
‘
駆
§
ミ
笥
賊
醤
勢
§
詩
ミ
§
蔓
瓢
一
閃
。
門
ぎ
6
0
。
。
層

二
　
世
界
的
潮
流
と
し
て
の
環
境
史

　
ア
メ
リ
カ
で
生
起
し
た
「
Φ
口
く
貯
9
日
Φ
二
巴
鉱
ω
8
噌
《
」
の
研
究
史
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
多
く
の
レ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
、
日
本
語
に
よ
る
論
評
も
刊
行
さ

　
　
　
①

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
そ
の
概
略
と
近
年
の
動
向
を
追
記
す
る

に
と
ど
め
、
む
し
ろ
環
境
史
を
構
成
す
る
も
う
一
つ
の
重
要
分
野
で
あ
り
な

が
ら
、
日
本
の
歴
史
学
研
究
者
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

「
三
子
。
ユ
。
巴
Φ
o
o
一
〇
σ
q
網
1
1
歴
史
生
態
学
」
の
動
向
を
押
さ
え
る
こ
と
に
重

点
を
お
き
た
い
。

　
環
境
問
題
へ
の
関
心
と
共
に
生
起
し
た
「
窪
く
畔
。
昌
ヨ
①
三
既
獄
ω
8
叫
《
」
は
、

一
九
六
〇
年
代
ま
で
は
主
に
ア
メ
リ
カ
社
会
の
自
然
認
識
・
自
然
観
の
変
化

（
環
境
保
護
思
想
・
政
策
史
）
に
関
心
を
お
く
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
七

〇
年
代
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な
自
然
観
が
実
際
の
自
然
改
変
に
ど
の
よ
う

に
作
用
し
た
の
か
、
人
間
活
動
の
環
境
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
解
明
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
関
心
が
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
そ
の
噛
矢
と
な
っ
た
の
は
、
七
七
年
の
ド
ナ

ル
ド
・
ウ
ォ
ー
ス
タ
ー
に
よ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
の
刊
行

　
　
　
　
③

で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ス
タ
ー
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
「
Φ
⇒
く
ぼ
。
昌
ヨ
Φ
9
巴

ぼ
し
。
δ
蔓
」
と
は
、
「
人
間
が
時
を
通
じ
て
自
然
環
境
に
い
か
に
影
響
さ
れ
、

ま
た
い
か
に
影
響
を
与
え
て
き
た
の
か
、
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

何
だ
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
人
間
に
よ
る
自
然
改
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変
と
い
う
視
点
の
形
成
に
は
、
サ
ウ
ア
ー
ら
地
理
学
者
の
影
響
が
あ
っ
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
Φ
昌
鼠
δ
口
資
①
導
鎮
ま
ω
8
H
《
」
の
視
点
は
、
八
○
年
代
以
降

に
は
ア
メ
リ
カ
一
国
史
の
枠
組
み
を
越
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
変
化
の
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ロ
セ
ス
と
そ
の
要
因
を
問
う
取
り
組
み
へ
と
展
開
し
て
い
く
。
特
に
九
〇
年

代
以
降
は
「
近
代
化
」
・
欧
米
思
想
と
環
境
破
壊
の
視
角
か
ら
、
「
帝
国
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

植
民
地
の
環
境
改
変
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
環
境
史
の
研
究
対
象
地

域
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
も
急
速
に
拡
大
し

　
　
⑧

て
い
る
。
今
日
の
環
境
史
研
究
は
、
災
害
史
・
疾
病
史
、
あ
る
い
は
森
林
史

な
ど
の
個
別
的
テ
ー
マ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
明
史
そ
の
も
の
を
問
う
よ
う
な

幅
広
い
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。

　
～
方
、
自
然
と
人
間
と
の
関
係
史
を
本
質
的
な
テ
ー
マ
と
す
る
も
う
一
つ

の
砥
究
分
野
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
か
ら
生
起
し
た

「
冨
無
9
。
巴
Φ
8
一
。
α
Q
団
1
1
歴
史
生
態
学
扁
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

民
族
誌
の
手
法
を
ベ
ー
ス
と
す
る
「
歴
史
生
態
学
」
は
、
文
献
史
学
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

今
日
の
広
義
の
環
境
史
を
構
成
す
る
重
要
な
学
問
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
。

　
も
と
も
と
人
間
の
環
境
へ
の
適
応
を
テ
ー
マ
と
す
る
文
化
人
類
学
で
は
、

そ
れ
を
自
然
資
源
の
利
用
、
す
な
わ
ち
生
業
活
動
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
自
然
と
の
ダ
イ
レ
ク
ト
な
関
係
を
取
り
結
ぶ
狩
猟
採
集
社
会
を
分
析

し
て
き
た
伝
統
を
持
つ
。
か
つ
て
の
文
化
人
類
学
に
は
、
「
未
開
」
の
狩
猟

採
集
民
の
生
活
を
原
始
社
会
の
残
存
と
み
て
、
そ
こ
か
ら
原
初
的
な
人
間
一

自
然
間
の
関
係
性
の
復
原
を
目
指
そ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
今
日
で
は
こ
の
よ
う
な
見
方
は
克
服
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
の
克

服
の
過
程
に
お
い
て
、
自
然
と
の
関
係
性
の
通
時
的
変
化
に
主
眼
を
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

「
歴
史
生
態
学
」
が
生
み
出
さ
れ
た
と
い
え
る
。
以
下
、
そ
の
経
緯
に
つ
い

て
み
て
お
き
た
い
。

　
文
化
人
類
学
に
お
け
る
部
族
社
会
の
生
業
研
究
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
に
よ

っ
て
～
九
五
〇
年
代
に
提
唱
さ
れ
た
、
環
境
へ
の
適
応
の
手
段
と
し
て
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

化
を
重
視
す
る
「
文
化
生
態
学
」
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
文
化
生
態

学
扁
は
や
が
て
、
「
文
化
」
特
に
そ
の
認
識
論
的
側
面
に
重
き
を
お
く
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
、
「
生
態
学
」
を
強
調
す
る
立
場
と
に
分
化
し
て
い
く
。
前
者
は
認
識
人

類
学
、
後
者
は
生
態
人
類
学
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
は
一
九
七
〇
年
代
に

生
態
学
の
シ
ス
テ
ム
理
論
・
生
態
系
の
均
衡
理
論
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
、
そ
の
分
析
の
精
度
を
飛
躍
的
に
高
め
て
い
っ
た
。
こ
の
生
態
人
類
学
の

ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、
閉
鎖
系
の
小
規
模
集
団
内
に
お
け
る
生
業
活
動
を
定
量

化
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
物
質
の
フ
ロ
ー
な
ど
生
態
系
の
機
能
関
係
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
緻
密
な
検
証
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
孤
立
し
た
部
族
社
会
を
一
つ
の
生

態
系
と
と
ら
え
る
こ
と
で
、
人
間
と
環
境
と
の
相
互
関
係
を
全
体
論
的
に
解

明
し
う
る
も
の
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め
た
が
、
や
が
て
八
○
年
代
に
入

る
と
以
下
の
二
点
に
よ
っ
て
批
判
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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日本における環境史研究の展開とその課題（佐野）

　
一
つ
は
、
生
態
人
類
学
が
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
た
生
態
学
自
体
の
理
論

的
転
換
で
あ
る
。
七
〇
年
代
半
ば
以
降
、
生
態
学
で
は
均
衡
理
論
よ
り
も
む

し
ろ
自
然
界
の
不
確
定
性
・
突
発
性
・
可
変
性
を
重
視
す
る
ニ
ュ
ー
・
エ
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ロ
ジ
ー
が
主
流
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
人
間
を
含
む
生
態
系
は
、

不
安
定
で
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
と
さ
れ
、
生
態
人
類
学
が
拠
っ
て

き
た
生
態
系
の
均
衡
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
崩
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
生
態
人
類
学
で
も
、
時
間
軸
の
視
点
や
環
境
の
変
化
が
意
識
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
人
類
学
の
内
部
に
お
け
る
「
リ
ヴ
ィ

ジ
ョ
ニ
ズ
ム
（
修
正
主
義
）
」
の
影
響
が
あ
げ
ら
れ
る
。
文
化
人
類
学
に
お

け
る
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ニ
ズ
ム
は
、
「
孤
立
し
た
未
開
社
会
」
と
い
う
伝
統
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
（
1
1
「
伝
統
主
義
」
）
を
問
い
直
す
動
き
と
い
え
る
。

外
界
か
ら
隔
離
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
「
伝
統
的
」
な
狩
猟
採
集
社
会
も
、
実

際
に
は
外
部
と
接
触
を
持
っ
て
変
化
し
て
き
た
事
実
を
提
示
し
、
そ
の
動
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
問
う
歴
史
的
視
点
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
リ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ニ
ズ

ム
で
は
、
「
伝
統
主
義
」
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
「
自
然
と
調
和
・
共
生
的

な
人
々
し
の
固
定
的
イ
メ
ー
ジ
巨
「
生
態
的
に
高
貴
な
未
開
人
」
像
を
批
判

し
、
原
始
的
な
狩
猟
採
集
社
会
で
も
人
間
活
動
が
常
に
自
然
に
影
響
を
与
え

て
き
た
こ
と
を
重
視
す
る
。
一
見
「
純
粋
な
自
然
」
に
み
え
る
森
林
や
サ
バ

ン
ナ
の
植
生
も
、
長
年
に
わ
た
る
人
間
の
改
変
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

　
　
　
⑲

し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
批
判
と
議
論
を
受
け
て
、
九
〇
年
代
以
降
の
生
態
人
類
学

で
は
、
歴
史
・
時
間
軸
の
導
入
と
政
治
・
経
済
活
動
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
特
に
こ
の
観
点
を
強
く
打
ち
出
す
立
場
と
し
て
、
「
歴
史
生

態
学
」
や
「
政
治
生
態
学
」
が
提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

「
歴
史
生
態
学
」
で
は
、
人
間
が
生
物
多
様
性
の
「
擁
護
製
し
で
あ
る
の
か

門
破
識
者
」
な
の
か
を
一
面
的
に
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
実
態
を

歴
史
に
即
し
て
問
お
う
と
し
て
い
る
。
特
に
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
自
然
と

人
為
と
の
相
互
作
用
の
結
果
が
、
地
表
の
「
景
観
」
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
⑳

重
視
さ
れ
て
お
り
、
「
歴
史
生
態
学
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
は
、
「
景
観
」

か
ら
人
間
活
動
と
環
境
の
変
化
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
る
。
今
日

で
は
、
狩
猟
採
集
社
会
の
み
な
ら
ず
焼
畑
な
ど
の
農
耕
民
を
含
め
た
多
様
な

社
会
を
対
象
に
、
民
族
誌
と
景
観
分
析
の
手
法
を
併
用
し
た
研
究
が
行
わ
れ

　
　
⑳

て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
「
8
く
一
δ
づ
旨
Φ
艮
銑
ぼ
。
。
§
団
」
と
「
歴
史
生
態
学
扁
の
現
在
の

関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
な
り
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
そ
も
そ
も
ア
メ
リ
カ

社
会
の
自
然
観
と
そ
の
自
然
改
変
へ
の
影
響
を
問
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

「
魯
く
ぼ
。
厭
日
Φ
艮
鉱
翫
ω
8
同
望
」
は
、
今
日
で
は
西
欧
思
想
の
流
入
1
1
近
代
化

に
伴
う
非
西
欧
世
界
の
環
境
変
化
へ
と
そ
の
関
心
を
広
げ
て
い
る
。
｝
方
、

非
西
欧
社
会
に
お
け
る
人
間
－
自
然
関
係
へ
の
民
族
誌
的
関
心
を
ベ
ー
ス
と
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し
て
い
る
「
歴
史
生
態
学
」
は
、
植
民
地
化
以
前
の
生
業
活
動
の
実
態
に
加

え
て
、
西
欧
化
・
近
代
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
社
会
と
環
境
の
変
化

に
も
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
米
思
想
へ
の
関
心
か
ら

出
発
し
た
「
Φ
早
舞
8
ヨ
①
馨
匙
ぼ
ω
8
同
団
」
と
、
非
欧
米
社
会
へ
の
関
心
か
ら

生
起
し
た
「
歴
史
生
態
学
」
は
、
方
法
論
の
相
違
は
あ
っ
て
も
現
在
で
は
相

互
補
完
的
な
存
在
に
あ
り
、
今
日
の
世
界
的
な
環
境
史
研
究
で
は
、
文
献
史

料
と
民
族
誌
的
手
法
を
併
用
し
た
総
合
的
な
研
究
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
つ

　
　
⑫

て
い
る
。

①
　
代
表
的
な
も
の
は
、
≦
耳
ρ
男
；
．
》
ヨ
Φ
同
一
。
き
墨
隈
H
o
口
止
Φ
艮
m
｝
田
ω
8
蔓
”
筈
Φ

　
畠
Φ
＜
色
。
℃
ヨ
Φ
簿
。
｛
帥
器
≦
鉱
ψ
帥
。
訟
＄
＝
芭
α
．
冒
津
§
ら
§
ミ
ミ
ミ
肉
ミ
貯
β
綬
層

　
6
0
。
μ
署
．
励
⑩
甲
Q
。
ω
ゆ
な
ど
。
近
年
の
も
の
と
し
て
は
、
ζ
曾
警
9
鼻
O
」
○
駄

　
§
辱
貯
巽
§
8
出
§
馬
田
§
醤
§
鼠
§
§
§
ミ
き
蹄
鷺
§
翼
Φ
謹
鴫
霞
ぎ
N
O
8
が
あ
る
。

　
な
お
、
日
本
語
で
の
文
献
と
し
て
は
次
の
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。
犬
飼
孝
夫
「
新

　
し
い
ア
メ
り
力
史
の
誕
生
！
ア
メ
リ
カ
環
境
史
の
成
立
と
発
展
一
」
麗
澤
大

　
学
紀
要
五
七
、
一
九
九
三
、
一
五
五
…
～
八
○
頁
。
加
藤
鉄
三
「
「
新
し
い
西
部

　
史
」
と
環
境
史
」
史
苑
五
九
i
一
、
一
九
九
八
、
一
〇
九
1
【
一
七
頁
。

②
　
前
掲
①
犬
飼
論
文
。
b
d
蹄
Φ
♪
｝
渕
．
瓜
．
り
．
瞬
p
＜
一
δ
p
ヨ
①
岸
里
α
q
①
。
α
q
門
主
げ
一
Φ
。
。
p
民

　
匿
ω
8
識
Φ
ω
．
甲
9
喧
§
書
§
駄
ぎ
8
ミ
、
し
。
、
鑑
轟
§
ミ
鼠
掛
○
弾
臼
ぴ
円
乙
σ
q
p

　
昏
⊃
O
O
ρ
遷
る
b
。
山
O
Q
。
■

③
乏
。
艮
‘
。
び
P
ミ
ミ
ミ
げ
象
§
。
ミ
霜
誌
§
豆
駄
§
蔓
ミ
§
塗
○
田
亭

　
鐸
凱
α
q
ρ
一
り
¶
メ
［
ウ
ォ
ー
ス
タ
ー
（
中
山
茂
他
訳
）
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
・
エ
コ
ノ

　
ミ
ー
ー
エ
コ
ロ
ジ
ー
思
想
史
』
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
九
八
九
。
］

④
　
一
章
⑧
≦
o
H
も
。
叶
2
論
文
毛
』
り
や
ω
8
．

⑥
　
一
章
⑧
。

⑥
水
野
祥
子
「
帝
国
か
ら
み
る
環
境
の
歴
史
1
環
境
史
の
新
た
な
潮
流
－
扁
歴

　
史
科
誉
ず
～
⊥
一
五
、
　
二
〇
〇
一
、
　
二
九
－
四
〇
百
バ
。

⑦
そ
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
Ω
o
ω
ぴ
ざ
》
．
≦
こ
野
ミ
§
冒
N

　
尋
愚
ミ
ミ
騎
ミ
、
§
窯
ミ
憩
．
ミ
N
§
ミ
§
§
駄
肉
ミ
§
鴨
◎
8
く
℃
8
0
四
ヨ
げ
「
箆
σ
Q
ρ

　
一
り
。
。
①
■
［
ク
ロ
ス
ビ
ー
（
佐
々
木
昭
夫
訳
）
噸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
の
謎
ー
エ
コ

　
ロ
ジ
ー
か
ら
見
た
一
〇
～
二
〇
世
紀
塩
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
］
と
さ
れ
る
（
前

　
掲
⑥
）
。

⑧
O
δ
＜
ρ
刃
．
”
．
閃
傷
ぎ
「
或
、
甲
肉
謁
鼠
§
§
§
区
ミ
§
＆
§
酬
お
Φ
ゆ
も
高
網
♪
N
な

　
お
、
日
本
入
に
よ
る
中
国
な
ど
各
地
の
環
境
史
研
究
も
注
目
さ
れ
る
。
上
田
信

　
『
森
と
緑
の
中
国
史
ー
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
の
試
み
輪
岩
波
書
店
、

　
一
九
九
九
、
妹
尾
達
彦
「
環
境
の
歴
史
学
」
ア
ジ
ア
遊
学
二
〇
、
二
〇
〇
〇
、
四

　
…
二
六
頁
、
上
田
信
『
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
生
態
環
境
史
聴
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇

　
六
な
ど
。

⑨
一
章
⑧
≦
田
鐙
日
ω
論
文
、
お
よ
び
一
心
③
石
論
文
。

⑩
　
池
谷
和
信
噸
国
家
の
な
か
で
の
狩
猟
採
集
民
』
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
叢
書

　
四
、
二
〇
〇
二
。
池
谷
和
製
門
地
球
環
境
問
題
へ
の
新
し
い
挑
戦
と
文
化
人
類

　
学
」
（
池
谷
和
信
編
凹
地
球
環
境
問
題
の
人
類
学
一
自
然
資
源
へ
の
ヒ
ュ
ー
マ

　
ン
イ
ン
パ
ク
ト
臨
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
～
二
）
一
六
－
四
一
頁
。

⑪
ω
8
≦
母
F
旨
．
国
こ
§
§
丸
帯
昏
ミ
N
ミ
ミ
9
ミ
蛭
○
露
＄
α
q
ρ
6
㎝
0
．
［
ス
チ
ュ

　
ワ
ー
ド
（
米
山
俊
直
他
訳
）
咽
文
化
変
化
の
理
論
睡
弘
文
堂
、
～
九
七
九
。
］

⑫
日
。
蓄
自
。
①
巳
讐
℃
昌
囚
こ
肉
ミ
さ
ミ
§
ミ
§
蕎
魯
ミ
蓉
・
辱
d
ミ
暗
喧
ミ
篭
N
ミ
舞

　
℃
δ
ω
℃
Φ
9
国
働
α
q
げ
β
H
臣
ロ
9
ρ
卜
⊃
O
O
O
．
［
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
（
岸
上
伸
啓
他
訳
）

　
門
環
境
人
類
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
］

⑬
そ
の
遺
矢
と
な
っ
た
の
は
、
＜
肩
叩
P
諺
．
℃
．
き
傷
菊
》
．
図
巷
唱
巷
。
誉
．
国
。
9
。
・

　
α
q
ざ
。
巳
嘗
邑
餌
巳
き
琴
三
梓
β
邑
．
（
旨
》
．
Ω
弾
8
亀
．
”
⇒
ミ
。
§
黛
§
ド
8
ら
ミ
縣
§
気

　
§
罫
、
魯
匙
蓉
b
d
o
ω
8
p
這
①
Q
。
）
噂
唱
．
ミ
？
お
刈
や
、
”
巷
娼
巷
。
斜
幻
．
闇
夢
誉
、

　
§
§
§
§
ダ
翼
Φ
≦
国
碧
①
旨
w
一
⑩
①
○
。
．
な
ど
で
あ
る
。
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⑭
須
田
一
弘
「
生
態
と
社
会
変
化
ー
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
事
例
を
も
と

　
に
」
（
秋
道
智
彌
・
市
川
光
雄
・
大
塚
柳
太
郎
編
『
生
態
人
類
学
を
学
ぶ
人
の
た

　
め
に
』
世
界
思
想
社
、
一
九
九
五
）
二
　
七
一
二
～
九
頁
。

⑮
ω
。
。
。
濤
9
H
こ
．
駕
霧
Φ
8
δ
α
Q
《
⇔
監
菩
①
ω
。
。
或
ω
。
一
雪
。
㊦
も
。
げ
》
§
§
N
肉
§
§

　
駄
臨
ミ
ミ
、
亀
ミ
蕪
悼
。
。
り
薯
誌
お
ふ
O
メ

⑯
O
毎
巨
塁
▼
ρ
ダ
Φ
侮
ご
ミ
§
ミ
ミ
§
N
§
、
ミ
ミ
ミ
ぎ
§
簿
愈
島
ミ
ら
詠
§
鴨
・

　
駄
謎
N
§
勢
q
愚
舞
ω
磐
鼠
甥
ρ
6
り
餅

⑰
市
川
光
雄
「
森
の
民
の
生
態
と
自
然
観
ー
ア
フ
リ
カ
、
ム
ブ
テ
ィ
・
ピ
グ

　
ミ
ー
の
事
例
か
ら
」
日
戸
O
℃
H
O
ω
。
。
、
一
九
九
八
、
一
｝
九
1
～
二
九
頁
。

⑱
国
①
＆
賦
巳
甲
り
客
こ
、
幻
Φ
く
葭
。
駐
ヨ
ぎ
①
。
。
δ
α
q
帥
。
巴
鶴
簿
ぼ
。
唱
。
｝
。
σ
q
箕
O
ミ
・

　
、
§
馬
出
ミ
ミ
，
魯
ミ
蓉
ω
c
。
－
♪
｝
8
メ
竈
’
①
8
よ
ω
P

⑲
前
掲
⑱
。

⑳
前
掲
⑯
、
一
章
⑳
。
市
川
光
雄
「
環
境
問
題
に
対
す
る
三
つ
の
生
態
学
」
（
池

　
谷
和
信
編
『
地
球
環
境
問
題
の
人
類
学
l
l
自
然
資
源
へ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
パ

　
ク
ト
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
三
）
四
四
－
六
四
頁
。

⑳
　
こ
の
手
法
に
さ
ら
に
G
I
S
を
取
り
入
れ
た
研
究
と
し
て
、
佐
藤
廉
也
「
森
林

　
の
人
為
的
作
用
の
解
読
法
」
（
池
谷
和
信
編
『
地
球
環
境
問
題
の
人
類
学
…
自

　
然
資
源
へ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
パ
ク
ト
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
一
二
）
六
五
…
九

　
一
頁
が
注
蜀
さ
れ
る
。

⑫
　
そ
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
池
谷
和
信
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
環
境
史
の
研

　
究
動
向
の
レ
ビ
ュ
…
を
参
照
の
こ
と
。
池
谷
和
信
「
ア
フ
リ
カ
を
対
象
に
し
た
環

　
境
史
研
究
の
動
向
」
歴
史
科
学
一
七
八
、
二
〇
〇
四
、
三
七
！
四
九
頁
。

三
1

環
本
に
お
け
る
初
期
の
環
境
史
研
究

　
　
－
環
境
社
会
学
と
環
境
民
俗
学
1

環
境
史
か
ら
環
境
社
会
学
へ

　
次
に
、
本
章
で
は
日
本
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
展
開
過
程
を
明
ら
か
に

し
、
そ
の
系
譜
と
問
題
点
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
い
。
八
○
年
代
初
頭
に

「
環
境
史
」
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
当
時
、
最
も
早
期
に
こ
の
言
葉
に
反
磨

し
た
の
は
社
会
学
の
研
究
者
達
で
あ
っ
た
。
｝
九
八
四
年
、
鳥
越
皓
之
・
嘉

田
由
紀
子
ら
は
琵
琶
湖
周
辺
村
落
の
環
境
問
題
に
関
す
る
共
同
研
究
に
お
い

て
、
地
域
社
会
学
を
軸
と
す
る
彼
ら
の
方
法
論
を
、
「
環
境
史
」
で
あ
る
と

　
　
　
　
①

述
べ
て
い
る
。
鳥
越
ら
は
中
山
茂
の
紹
介
し
た
「
環
境
史
」
の
影
響
を
受
け

て
い
る
が
、
そ
の
定
義
す
る
「
環
境
史
」
は
ア
メ
リ
カ
の

「
魯
く
醇
。
口
8
①
ヨ
巴
窪
ω
8
【
《
」
と
は
や
や
趣
を
異
に
し
て
お
り
、
鳥
越
は
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

れ
を
「
過
去
の
知
の
累
積
」
た
る
「
伝
統
」
を
分
析
す
る
立
場
と
し
て
い
る
。

「
過
去
の
知
の
累
積
」
の
結
果
と
し
て
住
民
た
ち
の
「
日
常
的
な
知
」
が
あ

り
、
地
域
環
境
は
そ
れ
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
と
説
明
す
る
。

　
嘉
田
は
こ
の
見
解
を
さ
ら
に
進
め
て
、
門
環
境
史
」
研
究
と
は
環
境
問
題

を
歴
史
・
文
化
的
な
文
脈
に
位
置
づ
け
た
上
で
「
地
域
の
伝
統
を
生
活
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

立
場
か
ら
分
析
す
る
」
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
段
階
で
の
彼
ら
の
「
環
境
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史
」
は
、
「
伝
統
」
や
地
域
住
民
の
「
日
常
的
な
知
」
を
重
視
す
る
点
で
、

歴
史
学
そ
の
も
の
よ
り
も
む
し
ろ
民
俗
学
の
立
場
に
近
い
（
実
際
、
鳥
越
ら

は
こ
の
後
続
い
て
同
じ
琵
琶
湖
周
辺
を
ブ
イ
ー
ル
ド
に
、
『
試
み
と
し
て
の

　
　
　
　
④

環
境
民
俗
学
』
を
上
梓
し
て
い
る
）
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
地
域
社
会
学
を
ベ
ー
ス
に
環
境
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
ょ
う
と
す
る
彼
ら
の
主
張
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
提

起
す
る
視
点
は
や
が
て
二
つ
の
方
向
性
と
し
て
結
実
す
る
。
一
つ
は
環
境
問

題
を
地
域
の
生
活
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
「
生
活
環
境
主
義
」
で
あ
り
、
地

域
の
環
境
問
題
研
究
そ
の
も
の
を
深
化
す
る
視
角
と
し
て
数
多
く
の
成
果
を

　
　
　
　
　
　
　
⑤

積
み
上
げ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
方
向
は
、
「
土
地
や
水
や
森
林

な
ど
の
地
域
環
境
管
理
が
、
村
落
や
議
奏
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
き
た
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

史
・
文
化
的
背
景
を
、
環
境
問
題
の
視
点
か
ら
問
い
直
す
こ
と
」
で
あ
り
、

こ
れ
は
環
境
経
済
学
と
も
結
び
つ
き
な
が
ら
自
然
資
源
の
伝
統
的
利
用
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
持
続
可
能
性
を
問
う
「
コ
モ
ン
ズ
」
論
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
鳥
越
・
嘉
田
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
環
境
史
」
は
、
今
日
で
は
「
環

境
社
会
学
」
と
し
て
幅
広
い
展
開
を
み
せ
て
い
る
。

　
最
近
の
社
会
学
分
野
で
は
、
「
環
境
社
会
学
」
の
呼
称
の
定
着
と
と
も
に

門
環
境
史
」
と
い
う
琶
葉
自
体
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

し
か
し
鳥
越
・
嘉
田
ら
の
流
れ
を
く
む
研
究
を
み
る
と
、
「
伝
統
」
へ
の
関

心
は
依
然
と
し
て
そ
の
基
底
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
が
扱

っ
て
い
る
の
は
現
代
の
地
域
祉
会
の
環
境
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
現
代
社
会

に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
聞
き
取
り
で
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
近
代
化

以
前
の
「
伝
統
的
な
む
ら
社
会
」
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
入
会
地
な
ど
の
「
コ

モ
ン
ズ
」
を
含
め
、
自
然
の
持
続
的
利
用
を
可
能
に
す
る
仕
組
み
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
環
境
社
会
学
者
に
み
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
「
伝
統
社
会
」
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
そ
れ
が
現
地
の
実
態
と
し
て
歴
史
的
な
検
証
を
経
て
い
な
い
場

合
に
は
、
一
面
で
は
安
定
的
・
固
定
的
な
「
伝
統
社
会
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
再

生
産
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
伝
統
的
」
と
い
う
概
念
自

体
が
、
「
近
代
化
」
に
対
置
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
い
わ
ば
近
代
思
想
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
コ
モ

ン
ズ
」
論
に
つ
い
て
も
、
聞
き
取
り
で
復
原
さ
れ
る
そ
の
属
性
が
近
代
以
前

に
も
ア
プ
リ
オ
リ
に
適
用
し
う
る
も
の
か
ど
う
か
、
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

本
来
の
環
境
史
の
意
義
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
時
間
的
変
動
と
い
う
視

点
、
す
な
わ
ち
歴
史
的
視
点
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
が
、
社
会

学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
こ
の
点
は
十
分
意
識
さ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な

臆
・
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
・
す
で
長
俗
学
を
中
心
と
す
る
研
究
寡
ら

の
批
判
が
あ
る
の
で
、
次
に
民
俗
学
に
お
け
る
環
境
史
の
位
置
づ
け
と
あ
わ

せ
て
考
え
て
み
た
い
。
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2
　
環
境
史
と
環
境
民
俗
学

　
一
九
八
○
年
代
後
半
以
来
、
日
本
民
俗
学
に
お
い
て
も
生
業
論
や
社
会
論

の
分
野
で
、
自
然
や
環
境
に
関
す
る
議
論
が
活
発
化
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

「
生
態
民
俗
学
」
や
「
環
境
民
俗
学
」
が
提
唱
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

「
環
境
民
俗
学
」
の
語
は
～
九
八
七
年
、
野
本
寛
一
の
「
生
態
民
俗
学
」
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
な
か
で
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
上
述
の
鳥
越
に
よ
る
一
九
九
四
年
の
編
著

『
試
み
と
し
て
の
環
境
民
俗
学
』
に
よ
っ
て
、
自
然
と
の
関
係
と
「
伝
統
社

会
」
と
い
う
視
点
が
よ
り
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
、
分
野
と
し
て
の
「
環
境
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

俗
学
し
が
確
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
「
人
々
の
自
然

や
環
境
と
の
つ
き
あ
い
か
た
の
歴
史
を
伝
承
の
な
か
に
探
ろ
う
と
す
る
」
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
環
境
史
と
交
錯
す
る
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
野
本
や
鳥
越
の
研
究
に
対
し
て
、
同
じ
民
俗
学

の
立
場
か
ら
篠
原
徹
が
次
の
よ
う
な
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
生
態
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

の
概
念
の
民
俗
学
へ
の
安
易
な
流
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。
野
本
の
「
生
態
民

俗
学
」
で
は
、
遷
移
・
生
態
系
二
一
ッ
チ
な
ど
の
生
態
学
用
語
を
援
用
し
て
、

伝
統
的
な
生
活
様
式
が
自
然
と
共
生
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
し

か
し
篠
原
は
、
こ
の
よ
う
な
仮
説
自
体
が
民
俗
学
内
部
に
お
い
て
検
証
さ
れ

な
い
こ
と
を
問
題
視
し
、
民
俗
社
会
の
エ
ミ
ッ
タ
の
論
理
を
「
民
俗
社
会
に

す
で
に
存
在
し
た
生
態
学
的
論
理
」
と
解
釈
す
る
こ
と
の
恣
意
性
を
指
摘
し

　
　
⑯

て
い
る
。
「
生
態
扁
と
冠
し
て
い
て
も
、
単
に
生
態
学
用
語
を
借
用
し
て
皮

相
的
な
説
明
が
な
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
篠
原
の
批
判
の
妥
当
性
は
、

前
章
で
の
生
態
人
類
学
が
、
「
人
問
の
生
態
学
」
と
し
て
全
生
業
活
動
の
厳

密
な
量
的
デ
ー
タ
分
析
を
試
み
た
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
質
的
な
差
違

に
う
な
ず
か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
本
質
的
な
批
判
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
な
か
に
存
在
す
る
「
伝
統

社
会
」
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
自
然
と
の
共
生
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
予
定
調
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

的
な
共
生
の
民
俗
へ
の
礼
賛
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
鳥
越
が
環
境
民
俗
学
を
、

「〈

ﾂ
境
を
殺
さ
ず
〉
う
ま
く
人
間
の
生
活
に
〈
利
用
し
つ
づ
け
る
〉
カ
ラ

ク
リ
を
伝
統
的
社
会
か
ら
見
つ
け
出
す
こ
と
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
篠
原

は
、
「
カ
ラ
ク
リ
が
な
く
む
や
み
に
破
壊
し
て
き
た
こ
と
も
あ
る
」
と
し
て
、

自
然
と
の
非
共
生
的
な
民
俗
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
集
団
の
多
様
な
自

然
と
の
関
係
性
を
、
実
態
に
即
し
て
分
析
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
し
て

　
⑱
い
る
。

　
こ
の
鳥
越
ら
と
篠
原
と
の
議
論
は
、
前
章
で
み
た
生
態
人
類
学
に
お
け
る

「
伝
統
主
義
」
対
「
修
正
主
義
」
論
争
と
同
じ
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
「
伝
統
社
会
」
の
予
定
調
和
的
な
共
生
イ
メ
ー
ジ
に
疑
問
を

提
起
し
、
む
し
ろ
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
論
点
が
深
化
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
篠
原
は
、
鳥
越
が
環
境
民
俗
学
の
対
象
と
し
て
あ
げ
る
「
里

山
」
な
ど
の
「
入
間
の
手
の
加
わ
っ
た
自
然
し
に
つ
い
て
、
そ
れ
自
体
が
自
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明
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
あ
る
地
域
の
自
然
環
境
と
思
わ
れ
る
も
の
に
人

間
が
ど
れ
ほ
ど
手
を
加
え
て
き
た
か
、
ま
た
現
在
加
え
て
い
る
か
を
、
生
業

活
動
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
こ
の
分
野
の
本
質
で
あ
る
と
し
て
い

⑲る
。
自
然
と
共
生
す
る
民
俗
の
み
を
恣
意
的
に
切
り
取
っ
て
く
る
の
で
は
な

く
、
生
業
と
自
然
の
金
て
の
関
わ
り
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
り
、

生
態
人
類
学
に
非
常
に
近
い
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
え
る
。

　
事
実
、
九
〇
年
代
以
降
の
民
俗
学
分
野
に
お
け
る
自
然
・
環
境
研
究
に
は
、

生
態
入
類
学
の
影
響
が
よ
り
顕
著
で
あ
り
、
生
業
活
動
全
体
の
な
か
に
働
い

て
い
る
論
理
を
統
～
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
複
合
生
業
論
が
盛
行
し
て
い

⑳る
。
ま
た
こ
れ
ら
生
業
と
資
源
利
用
を
め
ぐ
る
研
究
の
う
ち
に
は
、
資
源
利

用
と
社
会
シ
ス
テ
ム
か
ら
「
コ
モ
ン
ズ
」
論
に
結
び
つ
き
、
環
境
社
会
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

問
題
意
識
に
接
近
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
認
識
人
類
学
の
流
れ
を

く
む
民
俗
分
類
研
究
の
中
か
ら
も
、
認
識
の
体
系
へ
の
関
心
に
と
ど
ま
ら
ず
、

生
業
活
動
に
伴
う
自
然
へ
の
態
度
・
行
動
そ
の
も
の
を
間
お
う
と
す
る
動
き

　
　
　
　
　
　
⑫

が
出
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
盛
行
す
る
生
業
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
こ

で
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
民
俗
学
に
お
け
る
歴
史
性
の
問
題

で
あ
る
。
篠
原
は
「
民
俗
に
お
け
る
歴
史
性
の
自
在
性
」
を
批
判
し
、
「
前

代
」
と
い
う
時
代
範
囲
の
曖
昧
さ
と
、
眼
前
の
民
俗
を
古
代
や
日
本
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

基
層
へ
と
遡
及
さ
せ
よ
う
と
す
る
歴
史
解
釈
の
恣
意
牲
を
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
批
判
を
う
け
て
今
日
の
生
業
論
で
は
、
考
察
対
象
と
す
る
時
代

を
近
現
代
の
一
時
点
に
絞
ろ
う
と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ

と
は
　
方
で
、
生
業
活
動
の
全
容
を
よ
り
詳
細
に
と
ら
え
よ
う
と
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
近
現
代
の
一
品
晦
、
す
な
わ
ち
共
時
的
分
析
に
関
心
が
限
定
さ
れ

る
と
い
う
、
か
つ
て
の
生
態
人
類
学
と
同
じ
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
民
俗

学
が
伝
承
的
世
界
を
扱
う
学
問
で
あ
り
、
人
類
学
・
社
会
学
と
の
相
違
を

「門

ﾟ
去
」
と
「
現
在
」
の
関
係
性
に
重
点
を
置
く
こ
と
」
に
求
め
る
の
で

　
　
⑳

あ
れ
ば
、
民
俗
学
に
お
け
る
環
境
・
自
然
利
用
研
究
に
も
「
変
化
の
動
態
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

①
鳥
越
皓
之
・
嘉
田
由
紀
子
編
鯛
水
と
人
の
環
境
史
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八

　
四
。

②
鳥
越
皓
之
「
方
法
と
し
て
の
環
境
史
」
（
鳥
越
皓
之
・
嘉
田
由
紀
子
編
『
水
と

　
人
の
環
境
史
㎞
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
四
）
～
二
二
七
－
三
四
七
頁
。

③
嘉
田
由
紀
子
「
環
境
史
と
日
常
生
活
論
－
地
域
社
会
学
か
ら
環
境
問
題
へ
の

　
新
接
近
1
」
社
会
学
評
論
一
四
七
、
一
九
八
六
、
三
六
九
一
三
七
七
頁
。

④
鳥
越
皓
之
編
『
試
み
と
し
て
の
環
境
民
俗
学
－
琵
琶
湖
の
フ
ィ
…
ル
ド
か

　
ら
島
雄
山
閣
、
　
一
九
九
四
。

⑤
例
え
ば
、
嘉
田
由
紀
子
『
生
活
世
界
の
環
境
学
㎞
農
文
言
、
一
九
九
五
、
鳥
越

　
皓
之
『
環
境
社
会
学
の
理
論
と
実
践
一
生
活
環
境
主
義
の
立
場
か
ら
㎞
有
斐
閣
、

　
｝
九
九
七
。
鳥
越
皓
之
『
環
境
社
会
学
一
生
活
者
の
立
場
か
ら
考
え
る
輪
東
大

　
出
版
会
、
二
〇
〇
四
、
古
川
彰
『
村
の
生
活
環
境
史
㎞
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
四
。

⑥
前
掲
③
。

⑦
環
境
社
会
学
会
編
欄
環
境
社
会
学
研
究
睡
三
・
特
集
「
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
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日本における環境史研究の展開とその課題（佐野）

　
森
・
辮
・
海
」
一
九
九
七
。
井
上
真
・
宮
内
泰
介
編
『
コ
モ
ン
ズ
の
社
会
学
－

　
森
・
川
・
海
の
資
源
共
同
管
理
を
考
え
る
隔
新
曜
社
、
二
〇
〇
一
。
宮
内
泰
介
編

　
『
コ
モ
ン
ズ
を
さ
さ
え
る
し
く
み
ー
レ
ジ
テ
イ
マ
シ
ー
の
環
境
社
会
学
』
新
曜
社
、

　
二
〇
〇
六
な
ど
。

⑧
例
え
ば
藤
村
美
穂
「
社
会
関
係
か
ら
み
た
自
然
観
－
湖
北
農
村
に
お
け
る
所

　
有
の
分
析
を
通
じ
て
」
（
日
本
村
落
研
究
学
会
『
年
報
村
落
社
会
研
究
三
二

　
川
・
池
・
湖
・
海
　
自
然
の
再
生
二
十
～
世
紀
へ
の
視
点
隔
農
尊
号
、
一
九
九

　
六
）
六
九
一
九
五
頁
、
嘉
田
由
紀
子
「
生
活
実
践
か
ら
つ
む
ぎ
だ
さ
れ
る
重
層
的

　
所
有
観
1
一
余
呉
湖
周
辺
の
共
有
資
源
の
利
用
と
所
有
扁
（
嘉
田
由
紀
子
魍
水
辺

　
ぐ
ら
し
の
環
境
学
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
一
）
一
九
ニ
ー
二
一
六
頁
な
ど
。

⑨
篠
原
徹
「
環
境
民
俗
学
の
可
能
性
扁
日
本
民
俗
学
二
〇
〇
、
一
九
九
四
、
二

　
五
頁
。

⑩
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
に
て
指
摘
し
て
い
る
。
佐
野
静
代
門
中
近
世
に
お

　
け
る
水
辺
の
「
コ
モ
ン
ズ
」
と
村
落
・
荘
郷
・
宮
座
」
史
林
八
八
一
六
、
二
〇
〇

　
五
、
⊥
ハ
五
一
九
八
百
バ
。

⑪
菅
豊
「
自
然
を
め
ぐ
る
民
俗
研
究
の
三
つ
の
潮
流
」
日
本
民
俗
学
；
モ
、
二

　
〇
〇
一
、
一
四
一
二
九
頁
。

⑫
野
本
寛
一
『
生
態
昆
俗
学
序
説
』
白
水
社
、
一
九
八
七
。

⑬
野
本
寛
一
も
こ
の
年
、
環
境
民
俗
学
成
立
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
野
本
寛
一
圃
共
生
の
フ
ォ
…
ク
ロ
ァ
ー
民
俗
の
環
境
思
想
瞼
青
土
社
、
い
九
九

　
四
。

⑭
前
掲
⑨
。

⑮
篠
原
徹
「
書
評
・
野
本
寛
一
著
『
生
態
民
俗
学
序
説
隔
」
日
本
民
俗
学
一
七
〇
、

　
一
九
八
七
、
＝
一
八
1
＝
二
六
頁
。

⑯
篠
原
徹
「
自
然
・
生
態
・
民
俗
扁
（
篠
原
徹
魍
自
然
と
民
俗
－
心
意
の
な
か

　
の
動
植
物
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
一
九
九
〇
）
ニ
ー
二
三
頁
。

⑰
　
前
掲
⑮
、
お
よ
び
篠
原
徹
「
聞
き
書
き
の
な
か
の
自
然
」
日
本
民
俗
学
一
九
〇
、

　
一
九
九
二
、
七
－
三
七
頁
。

⑱
前
掲
⑨
。

⑲
前
掲
⑨
。

⑳
複
合
生
業
論
を
代
表
す
る
成
果
と
し
て
、
安
室
知
や
菅
豊
の
研
究
が
あ
げ
ら
れ

　
る
。
安
室
知
魍
水
田
を
め
ぐ
る
民
俗
学
的
研
究
一
日
本
稲
作
の
展
開
と
構
造

　
1
』
慶
友
社
、
一
九
九
八
。
安
室
陰
虚
水
田
漁
掛
の
研
究
－
稲
作
と
漁
携
の

　
複
合
生
業
無
価
慶
友
社
、
二
〇
〇
五
。
菅
豊
「
〈
水
辺
〉
の
生
活
誌
i
生
計
活

　
動
の
複
合
的
展
開
と
そ
の
社
会
的
意
味
」
日
本
民
俗
学
一
八
一
、
一
九
九
〇
、
四

　
一
－
八
一
頁
な
ど
。

⑳
　
菅
野
「
コ
モ
ン
ズ
と
し
て
の
「
水
辺
」
一
手
賀
沼
の
環
境
誌
」
（
井
上
真
・

　
宮
内
泰
介
編
㎎
コ
モ
ン
ズ
の
社
会
学
l
l
森
・
川
・
海
の
資
源
共
同
管
理
を
考
え

　
る
㎞
新
曜
社
、
二
〇
〇
一
）
九
六
…
一
一
九
頁
。
菅
豊
「
平
準
化
シ
ス
テ
ム
と
し

　
て
の
新
し
い
総
有
論
の
試
み
」
（
寺
嶋
秀
明
編
『
平
等
と
不
平
等
を
め
ぐ
る
人
類

　
学
的
研
究
隔
ナ
中
門
シ
や
出
版
、
二
〇
〇
四
）
二
四
〇
一
二
七
三
頁
。

⑫
　
松
井
健
「
マ
イ
ナ
ー
・
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
の
世
界
」
（
篠
原
徹
編
『
現
代
民
俗

　
学
の
視
点
～
　
民
俗
の
技
術
㎞
朝
倉
断
機
、
一
九
九
八
）
二
四
七
一
二
六
八
頁
な

　
ど
。

⑬
前
掲
⑨
。

⑳
　
篠
原
徹
「
人
類
の
経
験
と
し
て
の
自
然
と
入
の
関
係
性
扁
季
刊
理
戦
七
｝
、
二

　
〇
〇
二
、
　
轟
ハ
ふ
バ
ー
七
一
二
百
バ
○

⑮
　
こ
の
点
に
関
し
て
、
近
年
菅
豊
が
新
潟
県
の
一
河
川
を
対
象
に
、
三
百
数
十
年

　
の
長
期
に
わ
た
る
コ
モ
ン
ズ
の
変
容
過
程
を
描
き
出
そ
う
と
試
み
て
い
る
こ
と
は
、

　
歴
史
的
動
態
の
視
点
を
意
識
し
た
環
境
民
俗
学
の
新
し
い
展
開
と
し
て
注
目
さ
れ

　
よ
う
。
菅
豊
『
川
は
誰
の
も
の
か
1
人
と
環
境
の
民
俗
学
臨
吉
川
弘
文
館
、
二

　
〇
〇
六
。
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四
　
日
本
史
学
に
お
け
る
環
境
史
研
究
と
そ
の
課
題

1

災
害
史
・
開
発
史
か
ら
「
人
と
自
然
と
の
関
係
史
」
へ

　
「
環
境
史
」
と
い
う
言
葉
に
最
初
に
反
応
を
示
し
た
社
会
学
・
民
俗
学
が
、

そ
の
後
「
環
境
社
会
学
」
「
環
境
民
俗
学
」
と
し
て
各
々
展
開
を
遂
げ
て
い

っ
た
の
に
対
し
て
、
今
日
「
環
境
史
」
を
冠
す
る
研
究
の
多
く
は
、
本
来
の

三
し
。
8
蔓
の
名
称
通
り
歴
史
学
者
の
手
に
な
る
も
の
と
い
え
る
。
特
に
九
〇

年
代
後
半
以
降
は
、
文
献
史
学
に
お
い
て
「
環
境
史
」
を
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ

る
研
究
が
相
次
い
で
お
り
、
議
論
が
急
速
に
活
発
化
し
て
い
る
。
前
章
の

「
環
境
社
会
学
」
「
環
境
民
俗
学
」
で
は
、
と
も
に
時
間
的
変
動
の
視
点
の

弱
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
歴
史
的
分
析
を
専
門
と
す
る
文
献

史
学
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
環
境
史
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
日
本
史
学
の
中
で
、
環
境
史
研
究
が
最
も
進
ん
で
い
る
の
は
、
中
世
史
分

　
　
　
　
　
　
③

野
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
中
世
と
い
う
時
代
が
、
災
害
か
ら
の
復
旧
も

含
め
て
「
大
開
発
の
時
代
」
と
さ
れ
、
自
然
と
の
関
わ
り
方
が
大
き
く
変
化

し
た
時
代
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
で
、
研
究
対
象

時
期
を
異
に
し
て
い
る
学
問
分
野
間
に
お
い
て
も
、
環
境
史
と
し
て
共
有
さ

れ
る
べ
き
問
題
意
識
を
明
確
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
そ
こ
で

本
節
で
は
、
こ
の
中
世
史
を
中
心
と
す
る
環
境
史
の
研
究
動
向
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。

　
日
本
史
学
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
特
徴
と
し
て
は
、
第
一
に
、
社
会
学

や
民
俗
学
で
行
わ
れ
て
き
た
環
境
史
と
は
そ
の
関
心
・
分
析
対
象
が
大
き
く

異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
社
会
学
・
民
俗
学
に
お
け
る
対
自
然

関
係
の
分
析
は
、
生
業
活
動
に
伴
う
自
然
資
源
利
用
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
日
本
史
学
に
お
け
る
環
境
史
で
は
、
こ
の
よ
う
に

具
体
的
な
生
業
・
日
常
生
活
的
側
面
へ
の
関
心
は
史
料
上
の
制
約
も
あ
っ
て

低
調
で
あ
っ
た
。
日
本
中
世
史
で
は
む
し
ろ
、
よ
り
巨
視
的
、
あ
る
い
は
抽

象
的
な
自
然
と
の
関
係
性
に
関
心
が
置
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
主
に
災
害
史

研
究
と
開
発
史
研
究
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
「
環
境
史
」
と
い
う
言
葉
が
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

識
さ
れ
る
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。

　
自
然
災
害
と
人
間
社
会
の
歴
史
と
の
関
係
を
問
う
災
害
史
研
究
の
初
期
の

例
は
、
一
九
八
○
年
代
の
峰
岸
純
夫
に
よ
る
一
二
世
紀
の
浅
間
山
噴
火
と
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
復
旧
過
程
に
お
け
る
再
開
発
の
研
究
で
あ
る
。
以
後
、
地
震
・
噴
火
・
風

水
害
と
飢
態
な
ど
の
史
料
分
析
か
ら
、
自
然
災
害
が
歴
史
の
進
展
に
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

影
響
と
、
そ
れ
ら
と
た
た
か
う
人
間
の
営
み
の
軌
跡
が
追
求
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
今
日
で
は
自
然
科
学
の
成
果
の
導
入
に
よ
る
気
候
変

動
な
ど
の
古
環
境
復
原
に
発
展
し
て
お
り
、
温
暖
化
な
ど
マ
ク
ロ
な
環
境
変

化
に
対
す
る
人
間
の
適
応
・
危
機
管
理
を
問
う
環
境
史
研
究
へ
と
展
開
し
て
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⑤
い
る
。

　
一
方
の
開
発
史
研
究
は
、
中
世
村
落
の
成
立
に
お
け
る
自
然
の
領
有
・
克

服
過
程
に
着
目
し
た
戸
田
芳
実
の
研
究
を
噛
矢
と
し
、
黒
田
日
出
男
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
確
立
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
。
開
発
史
研
究
は
、
荘
園
・
申
世
村
落
の
景
観

復
原
と
深
く
結
び
つ
き
な
が
ら
展
開
し
て
き
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
特
に

一
九
八
○
年
代
以
降
各
地
で
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な
荘
園
調
査
で
は
、
耕
地

一
筆
レ
ベ
ル
で
の
精
緻
な
分
析
が
可
能
と
な
り
、
荘
園
や
中
世
村
落
の
景
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

復
原
へ
の
関
心
が
い
っ
そ
う
喚
起
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
荘

園
調
査
は
考
古
学
や
自
然
地
理
学
と
の
協
業
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
た
め
、
そ

こ
で
展
開
さ
れ
る
景
観
研
究
で
も
、
地
形
・
地
質
等
の
自
然
条
件
を
考
慮
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
荘
園
の
開
発
過
程
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
村
落
景
観
と
開
発
史
研
究
の
流
れ
の
な
か
で
、
早
期
か
ら
「
人
と

自
然
と
の
関
係
」
に
注
目
し
、
環
境
史
的
視
点
を
打
ち
出
し
て
い
た
の
は
水

野
章
二
で
あ
る
。
水
野
は
、
村
落
成
員
が
自
然
に
対
し
て
働
き
か
け
て
獲
得

し
た
、
生
産
と
生
活
の
た
め
の
諸
条
件
　
　
集
落
・
耕
地
・
山
野
な
ど
の
空

間
秩
序
に
つ
い
て
検
討
し
、
中
世
村
落
の
分
析
視
角
と
し
て
、
支
配
構
造
す

な
わ
ち
人
と
人
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
と
自
然
と
の
関
係
が
重
要
と
な

　
　
　
　
　
　
⑨

る
こ
と
を
示
し
た
。
以
後
、
水
野
の
研
究
で
は
「
人
と
自
然
の
関
係
史
」
が

中
心
テ
ー
マ
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
で
は
環
琵
琶
湖
地
域
を
中
心
に
、
中
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

に
起
こ
っ
た
そ
の
関
係
性
変
化
の
長
期
的
検
証
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
中
世
荘
園
を
め
ぐ
る
景
観
研
究
の
な
か
か
ら
も
、
近
年
、
飯
沼
賢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

司
・
橋
本
政
良
ら
の
「
環
境
歴
史
学
」
が
登
場
し
て
き
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

特
に
飯
沼
は
、
大
分
を
中
心
と
す
る
荘
園
村
落
遺
跡
調
査
に
携
わ
る
な
か
で

「
環
境
歴
史
学
」
を
提
唱
し
、
自
然
と
人
間
の
関
係
の
変
化
、
す
な
わ
ち
自

然
と
ヒ
ト
と
の
距
離
の
変
化
と
そ
の
入
間
社
会
に
も
た
ら
し
た
意
味
を
考
察

　
　
　
　
　
　
　
⑫

し
ょ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
「
環
境
歴
史
学
」
は
、
荘
園
調
査
等
で
そ
の
意

義
が
明
確
化
さ
れ
た
「
歴
史
的
景
観
」
の
保
全
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
運
動
」
を
目
的
の
ひ
と
つ
に
含
む
点
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
の
日
本
史
学
に
お
け
る
環
境
史
の
動
き
は
、
水
野

や
飯
沼
の
提
唱
す
る
「
人
と
自
然
と
の
関
係
史
」
研
究
へ
と
収
敏
さ
れ
つ
つ

あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
環
境
史
に
対
し
て
は
、
実
情
は
「
疑
似
荘
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

史
」
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
も
あ
り
、
環
境
史
が
従
来
の
荘
園
史
や
開
発

史
と
は
い
か
に
異
な
る
も
の
か
、
そ
の
意
義
と
方
法
論
の
明
確
化
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
大
規
模
な
荘
園
調
査
、
特
に
灌
概
水
利
調
査
の
進

展
に
伴
っ
て
、
「
水
田
開
発
」
が
中
心
と
な
り
が
ち
な
中
世
の
生
業
研
究
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
う
問
題
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
点
で
、
同
じ
く
自
然
一
人
間
関
係
を

焦
点
と
し
な
が
ら
も
、
屋
下
・
山
稼
な
ど
多
様
な
生
業
の
視
点
か
ら
村
落
史

に
切
り
込
も
う
と
す
る
春
田
直
紀
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
文
献
史
学
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

生
業
の
環
境
史
の
新
た
な
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
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2

「一

c
次
的
自
然
」
と
景
観

　
こ
こ
で
、
上
に
み
た
日
本
史
学
に
お
け
る
環
境
史
の
問
題
点
に
つ
い
て
整

理
し
て
お
き
た
い
。
前
述
の
通
り
、
今
日
で
は
「
人
と
自
然
と
の
関
係
史
」

の
解
明
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
が
、
筆
者
は
こ
の
関
係
の
と
ら
え
方
自
体
に
、

一
つ
の
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
人
と
自
然
の
双
方
向
的
な
関
係
史
」
と
表

現
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
に
よ
る
働
き
か
け
だ
け
で
な
く
、
自
然
か
ら
も
そ

の
反
動
が
あ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
「
災
害

に
象
徴
さ
れ
る
自
然
か
ら
入
間
へ
の
働
き
か
け
と
、
人
間
か
ら
自
然
に
向
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

う
開
発
と
の
関
係
」
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
「
災
害
扁
と
「
開
発
」
と
い
う
正

反
対
の
二
本
の
ベ
ク
ト
ル
で
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
説
明
は
、
日
本

史
学
の
環
境
史
研
究
が
、
災
害
史
と
開
発
史
と
い
う
二
つ
の
流
れ
の
上
に
展

開
し
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
こ
の
ル
ー
ツ
に

基
づ
く
が
故
の
、
「
人
」
と
「
自
然
」
と
の
二
元
論
的
構
図
が
内
包
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
か
つ
て
の
開
発
史
・
災
害
史
の
基
底
に
は
、
「
開
発
」
を
自
然
と
の
闘
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
克
服
と
み
る
進
歩
史
観
が
あ
り
、
さ
ら
に
八
○
年
代
以
降
に
は
そ
う
い
っ

た
進
歩
史
観
へ
の
反
省
と
し
て
、
「
開
発
扁
1
1
自
然
破
壊
と
い
う
認
識
が
一

　
　
　
　
　
　
　
⑳

般
的
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
人
間
と
自
然
と
の
関
係

は
、
「
開
発
」
を
介
し
て
の
対
立
構
図
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
地
域
の
実
態
に
即
し
て
醤
う
な
ら
ば
、
人
間
の
自
然
へ
の
働
き
か
け
は

門
開
発
」
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
同
様
に
自
然
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル
も
、
し
っ

ぺ
返
し
と
し
て
の
「
災
害
」
だ
け
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
自
然
か
ら

の
規
定
は
、
気
候
・
地
形
、
そ
の
基
盤
上
に
展
開
す
る
植
物
・
生
物
な
ど
、

人
間
が
依
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
及
ん
で
お
り
、
そ
こ
で
人
間
は
、
狩

猟
・
採
集
な
ど
「
開
発
」
に
と
ど
ま
ら
な
い
様
々
な
自
然
と
の
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
採
集
行
為
や
狩
猟
圧
に
よ
っ
て
、
地
域
の
生
態
系

自
体
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
人
間
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

含
み
こ
ん
だ
物
質
循
環
の
シ
ス
テ
ム
が
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
人
と
自
然
と
の
問
に
成
り
立
つ
関
係
性
は
、
単
純
な
二
本
の
ベ
ク

ト
ル
で
は
な
く
、
多
様
か
つ
複
合
的
な
連
関
シ
ス
テ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
村
落
民
の
日
常
的
な
落
葉
採
取
・
下
草
刈
り
が
、
雑
木
林
の
照

葉
樹
林
へ
の
遷
移
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
た
よ
う
に
、
人
間
の
働
き
か
け
が
、

地
域
の
植
生
を
維
持
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
場
合
も
み
ら
れ
る
。
い
わ

ゆ
る
「
里
山
」
の
事
例
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
ど
こ
ま
で
が
自
然
で
ど
こ

か
ら
が
人
為
か
二
分
で
き
な
い
「
二
次
的
自
然
」
に
お
い
て
は
、
人
間
の
営

み
も
「
自
然
扁
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
地
域
の
生
態
系
の
内
部
に
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
人
と
自
然
の
二
項
対
立
で
は
な
く
、
関
係
性
の
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総
体
た
る
生
態
系
に
お
い
て
、
人
間
活
動
の
相
対
的
位
置
づ
け
を
問
う
視
点

が
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
「
前
近
代
に
お
け
る
自
然
と
の
共
生
関
係
」
の

無
限
定
な
肯
定
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
環
境
史
の
主
題
は
、
「
里
山
」

等
の
事
例
か
ら
「
自
然
と
調
和
的
な
前
近
代
社
会
」
を
理
想
像
と
し
て
提
示

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
「
里
山
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
そ
こ
で

成
り
立
っ
て
い
た
関
係
性
と
そ
の
長
期
的
な
変
化
を
、
実
態
に
即
し
て
検
証

す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
生
態
人
類
学
に
お
け
る
伝
統
主
義
と
修

正
主
義
と
の
論
争
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
た
と
え
「
共

生
」
の
成
り
立
っ
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
自
然
と

の
関
係
性
は
、
歴
史
的
に
絶
え
ず
変
動
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
こ
の
生
態
系
に
お
け
る
人
間
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
意
味
と
、
そ
の
歴
史
的
な

変
化
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
す
で
に
第
工
章
で
触
れ
た
「
歴
史
生

態
学
」
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
太
古
か
ら
人
間
が
地
域
の
植
生
を
破

壊
し
て
き
た
地
域
と
並
ん
で
、
意
図
的
・
非
意
図
的
な
も
の
双
方
を
含
め
て
、

人
闘
活
動
が
植
生
維
持
に
つ
な
が
っ
た
事
例
i
中
央
ア
フ
リ
カ
の
ム
プ
テ

イ
・
ピ
グ
ミ
ー
の
植
物
利
用
が
陽
樹
を
生
育
さ
せ
、
樹
種
を
増
や
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

例
な
ど
一
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
日
の
門
歴
史
生
態
学
」
で
は
、
人
間

が
生
物
多
様
性
の
「
擁
護
者
」
で
あ
る
の
か
「
破
壊
者
」
な
の
か
を
一
面
的

に
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
実
態
を
地
域
史
に
即
し
て
問
う
こ
と
が

主
題
と
な
っ
て
い
る
。
「
歴
史
生
態
学
」
が
人
の
手
の
加
わ
っ
た
自
然
睦

贋
二
次
的
自
然
」
に
注
目
し
、
そ
の
意
義
と
変
化
を
検
証
し
よ
う
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
く
。
そ
こ
で
は
、
「
二
次
的
自

然
」
が
、
何
世
紀
に
も
わ
た
る
自
然
と
人
為
と
の
相
互
作
用
の
結
果
と
し
て
、

地
表
の
景
観
に
現
れ
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
「
歴
史
生
態
学
」
は
こ

の
景
観
の
変
化
を
「
読
み
直
す
こ
と
扁
か
ら
、
人
と
自
然
と
の
関
係
史
を
明

ら
か
に
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
日
の
環
境
史
の
世
界
的
な
潮
流
に
お
い
て
は
、
コ
｝

次
的
自
然
」
と
し
て
の
景
観
、
お
よ
び
そ
の
変
化
の
読
解
と
い
う
論
点
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
点
こ
そ
、
日
本
史
学
の
環
境
史
研
究
に
お

い
て
手
薄
で
あ
っ
た
部
分
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
高
木
徳
郎
は

中
世
の
環
境
史
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
な
か
で
、
「
日
本
に
お
い
て
は
多
く

の
人
が
「
自
然
だ
扁
と
感
じ
る
光
景
の
ほ
と
ん
ど
が
、
一
度
は
人
の
手
の
入

っ
た
い
わ
ば
人
工
的
自
然
」
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盛
行
す
る
中
世
の

景
観
論
の
う
ち
に
「
累
観
が
人
と
自
然
と
の
交
流
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

点
が
希
薄
で
あ
る
」
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
村
落
の
景
観
復
原
そ
の
も
の

を
目
的
と
す
る
研
究
は
数
多
い
も
の
の
、
景
観
に
刻
印
さ
れ
た
自
然
と
の
関

係
性
の
変
化
を
取
り
出
そ
う
と
い
う
視
角
は
、
十
分
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な

魎
Q
）
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
景
観
を
人
間
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
、

景
観
変
化
の
読
解
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
き
た
の
は
、
日
本
で
は
む
し
ろ
地

理
学
の
分
野
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
従
来
の
歴
史
地
理
学
に
お
い
て

は
、
景
観
か
ら
自
然
と
の
関
係
史
を
読
み
解
く
環
境
史
研
究
は
十
分
に
行
わ

れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
次
章
で
は
、
日
本
の
歴
史
地
理
学
に
お

け
る
環
境
史
と
景
観
研
究
の
流
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

①
一
章
⑤
の
各
論
文
。
な
お
、
中
世
史
以
外
の
環
境
史
の
研
究
動
向
に
触
れ
た
も

　
の
と
し
て
、
宮
津
交
二
「
門
環
境
史
」
・
災
害
史
に
踏
み
出
し
た
日
本
古
代
史
研

　
究
」
歴
史
評
論
六
二
六
、
二
〇
〇
二
、
六
〇
1
六
五
頁
や
、
岡
部
牧
夫
「
現
代
史

　
研
究
と
環
境
史
の
視
点
」
年
報
日
本
現
代
史
、
二
〇
〇
〇
、
三
三
二
一
三
四
七
頁

　
が
あ
る
。

②
日
本
の
環
境
史
の
流
れ
を
、
災
害
史
と
開
発
史
と
に
整
理
す
る
見
解
は
、
一
章

　
⑤
高
木
論
文
に
従
っ
て
い
る
。

③
峰
岸
純
夫
「
浅
問
山
の
噴
火
と
荘
園
の
成
立
漏
（
峰
岸
純
夫
『
中
世
の
東
国
』

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
に
収
録
、
初
出
は
一
九
八
四
）
。

④
矢
田
俊
文
「
明
応
七
年
紀
州
に
お
け
る
地
震
津
波
と
和
田
浦
」
（
矢
田
俊
文

　
㎎
日
本
中
世
戦
国
期
の
地
域
と
民
衆
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
に
所
収
、
論
文

　
初
出
は
一
九
九
一
）
、
峰
岸
純
夫
「
自
然
環
境
と
生
産
力
か
ら
み
た
中
世
史
の
時

　
期
区
分
」
（
峰
岸
純
夫
『
中
世
　
災
害
・
戦
乱
の
社
会
史
輪
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
一
に
所
収
、
初
出
は
　
九
九
五
）
、
他
に
平
川
南
・
青
山
宏
夫
編
『
日
本
歴
史

　
に
お
け
る
災
害
と
附
発
（
二
）
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
～
一
八
、
二

　
〇
〇
四
に
収
録
の
諸
論
文
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑤
磯
貝
窟
士
男
『
中
世
の
農
業
と
気
候
毎
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
、
田
村
憲
美

　
「
中
世
に
お
け
る
在
地
社
会
と
天
候
」
（
田
村
憲
美
噸
在
地
論
の
射
程
㎞
校
倉
轡

　
虜
、
二
〇
〇
　
に
所
収
、
初
出
は
～
九
九
八
）
、
西
谷
地
晴
美
「
中
世
前
期
の
温

　
暖
化
と
慢
性
的
農
業
危
機
」
民
衆
史
研
究
五
五
、
～
九
九
八
、
五
…
二
二
頁
、
西

　
谷
地
晴
美
「
中
世
前
期
の
災
害
と
立
法
」
歴
史
評
論
五
三
八
、
～
九
九
八
、
四
七

　
－
五
七
頁
。

⑥
戸
田
芳
実
「
山
野
の
貴
族
的
領
有
と
中
世
初
期
の
村
落
」
（
戸
田
芳
実
凹
日
本

　
領
主
制
成
立
史
の
研
究
』
岩
波
害
店
、
一
九
六
七
に
所
収
、
初
出
は
一
九
六
～
）
。

　
黒
田
日
出
男
『
日
本
中
世
開
発
史
の
研
究
隔
校
倉
書
房
、
一
九
八
四
。

⑦
主
な
調
査
事
例
と
し
て
、
豊
後
国
田
染
荘
・
都
甲
荘
・
田
原
別
符
、
丹
波
国
大

　
山
荘
、
播
磨
国
鵤
荘
・
大
部
荘
、
和
泉
国
日
根
荘
、
紀
伊
国
名
手
荘
・
静
川
荘
な

　
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑧
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
服
部
英
雄
『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』
新
入
物
往
来
社
、

　
一
九
九
五
。
海
老
責
衷
『
荘
園
公
領
制
と
中
世
村
落
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
な

　
ど
。

⑨
　
水
野
章
二
「
中
世
村
落
と
領
域
構
成
」
日
本
史
研
究
二
七
一
、
一
九
八
五
、
五

　
五
－
七
八
頁
。

⑩
水
野
章
二
「
人
と
自
然
の
関
係
史
素
描
－
中
世
前
期
の
環
琵
琶
湖
地
域
を
中

　
心
に
」
（
西
川
幸
治
・
村
井
康
彦
編
『
環
琵
琶
湖
地
域
論
』
思
鐘
楼
、
二
〇
〇

　
三
）
四
五
－
七
八
頁
。
水
野
章
二
門
人
と
自
然
の
関
係
史
素
描
－
中
世
後
期
の

　
環
琵
琶
湖
地
域
を
中
心
に
」
民
衆
史
研
究
六
一
、
二
〇
〇
一
、
三
三
－
六
〇
頁
。

　
水
野
章
二
編
例
中
世
村
落
の
景
観
と
環
境
－
山
門
領
国
江
国
木
津
荘
i
』
思

　
幕
閣
、
二
〇
〇
四
。

⑪
飯
沼
賢
司
「
環
境
歴
史
学
の
登
場
」
（
網
野
善
彦
・
後
藤
宗
俊
・
飯
沼
賢
司
編

　
　
『
ヒ
ト
と
環
境
と
文
化
遣
産
㎞
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
二
一
七
一
二
四
一
頁
。

　
橋
本
政
良
「
環
境
歴
史
学
の
可
能
性
」
（
橋
本
政
良
闘
乱
環
境
歴
史
学
の
視
座
』

　
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
二
）
五
－
三
四
頁
。
一
章
⑤
飯
沼
論
文
。
橋
本
政
良
編
『
環

　
境
歴
史
学
の
探
求
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
五
。

⑫
一
章
⑤
飯
沼
論
文
。
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日本における環境史研究の展開とその課題（佐野）

⑬
一
章
⑤
高
木
論
文
。
た
だ
し
峰
岸
純
夫
は
こ
の
「
環
境
歴
史
学
」
に
対
し
て
、

　
門
こ
れ
ら
を
環
境
史
で
な
く
あ
え
て
環
境
歴
史
学
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由

　
が
必
ず
し
も
説
得
的
で
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
峰
岸
純
央
「
中
世
」
史
学
雑

　
誌
一
一
一
…
五
、
二
〇
〇
二
、
七
二
頁
。

⑭
北
條
勝
貴
「
環
境
史
の
現
状
と
課
題
i
〈
環
境
史
エ
ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
i
＞
へ

　
の
素
描
」
環
境
／
文
化
研
究
会
関
東
準
備
会
口
頭
発
表
（
二
〇
〇
五
年
七
月
六

　
日
）
に
よ
る
。

⑮
本
来
、
開
発
史
の
先
駆
者
た
る
黒
田
日
出
男
は
、
開
発
史
を
「
自
然
を
人
間
の

　
生
活
に
役
立
て
る
た
め
の
諸
実
践
の
総
体
を
解
明
す
る
こ
と
」
と
定
義
し
て
お
り
、

　
畠
作
論
や
製
鉄
史
な
ど
多
様
な
生
業
の
視
点
を
も
っ
て
水
睡
開
発
史
へ
の
偏
重
を

　
批
判
し
て
い
た
（
前
掲
⑥
黒
田
論
文
）
。
し
か
し
そ
の
後
、
大
規
模
な
荘
園
調
査

　
の
進
展
に
つ
れ
て
、
開
発
史
に
お
け
る
生
業
研
究
は
む
し
ろ
荘
園
開
発
到
「
水
田

　
開
発
」
へ
と
向
か
っ
て
い
っ
た
感
が
あ
る
。

⑯
春
田
直
紀
「
中
世
の
海
村
と
山
村
－
生
業
村
落
論
の
試
み
］
日
本
史
研
究
三

　
九
二
、
一
九
九
五
、
三
四
一
六
一
頁
。
白
水
智
「
山
村
と
歴
史
学
－
生
活
文
化

　
体
系
と
い
う
視
座
か
ら
」
民
衆
史
研
究
上
九
、
二
〇
〇
五
、
二
一
－
三
八
頁
。
な

　
お
、
近
世
・
近
代
史
に
お
い
て
は
、
高
橋
美
貴
「
十
九
世
紀
に
お
け
る
資
源
保
全

　
と
生
業
一
秋
田
県
・
八
郎
潟
の
漁
業
を
事
例
と
し
て
」
日
本
史
研
究
四
三
七
、

　
｝
九
九
九
、
一
…
二
三
頁
が
生
業
と
資
源
保
全
の
観
点
を
扱
っ
て
い
る
点
で
注
目

　
さ
れ
る
。

⑰
高
木
徳
郎
「
中
世
に
お
け
る
山
林
資
源
と
地
域
環
境
」
歴
史
学
研
究
七
三
九
、

　
一
一
〇
〇
〇
、
　
一
1
一
⊥
ハ
冨
パ
。

⑱
一
章
⑤
飯
沼
論
文
。

⑲
戸
田
芳
実
「
中
世
文
化
形
成
の
前
提
」
（
戸
田
芳
実
『
日
本
領
主
制
成
立
史
の

　
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
穴
七
に
所
収
、
初
出
は
一
九
六
　
）
な
ど
が
こ
の
事
例

　
に
該
嘉
す
る
。

⑳
一
章
⑤
高
木
論
文
は
、
環
境
史
の
軸
足
の
一
つ
が
、
「
近
代
思
想
に
お
け
る
進

　
歩
史
観
へ
の
反
省
な
い
し
は
批
判
に
置
か
れ
て
い
る
犠
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
　
佐
野
静
代
「
琵
琶
湖
岸
内
積
周
辺
地
域
に
お
け
る
伝
統
的
環
境
利
用
シ
ス
テ
ム

　
と
そ
の
崩
壊
」
地
理
学
評
論
七
六
－
一
、
一
一
〇
〇
王
、
一
九
i
四
三
頁
。
平
塚
純

　
　
「
一
九
六
〇
年
以
箭
の
中
海
に
お
け
る
肥
料
藻
採
集
業
の
実
態
…
里
湖
と
し

　
て
の
潟
湖
の
役
割
」
エ
コ
ソ
フ
ィ
ア
＝
二
、
二
〇
〇
四
、
九
七
1
～
～
二
頁
。
佐

　
野
静
代
「
エ
コ
ト
ー
ン
と
し
て
の
潟
湖
に
お
け
る
伝
統
的
生
業
活
動
と
「
コ
モ
ン

　
ズ
」
1
近
世
～
近
代
の
八
郎
潟
の
生
態
系
と
生
物
資
源
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
」

　
国
立
歴
史
滝
壷
博
物
館
研
究
報
告
一
二
三
、
二
〇
〇
五
、
一
一
－
三
四
頁
。

⑫
　
葡
近
代
社
会
が
自
然
と
の
調
和
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
例
と
し
て
、
江
戸

　
時
代
を
環
境
保
全
型
社
会
と
し
て
描
く
立
場
（
農
豊
滝
編
『
江
戸
時
代
に
み
る
日

　
本
型
環
境
保
全
の
源
流
臨
下
文
協
、
二
〇
〇
二
な
ど
）
や
、
荘
園
的
世
界
と
里
山

　
的
自
然
観
の
形
成
を
結
び
つ
け
た
門
自
然
と
共
生
す
る
中
世
社
会
」
像
（
一
章
⑤

　
飯
沼
論
文
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

㊧
　
市
川
光
雄
門
環
境
問
題
と
人
類
学
ー
ア
フ
リ
カ
熱
帯
叢
林
の
例
か
ら
」
（
秋

　
遵
智
彌
・
市
川
光
雄
・
大
塚
柳
太
郎
編
『
生
態
入
類
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
㎞
世

　
界
思
想
社
、
　
一
九
九
五
）
　
～
五
四
i
一
七
三
頁
。
〉
乙
霞
ω
o
p
｝
し
d
」
．
国
×
窪
鎖
。
－

　
繭
8
四
巳
｛
o
お
ω
け
導
き
帥
α
q
Φ
ヨ
①
算
ξ
謹
「
鶏
ご
訂
ぴ
一
邸
三
。
。
一
p
匪
Φ
》
ヨ
器
。
巳
き

　
霧
ε
鋤
蔓
、
（
〉
■
中
〉
監
①
厨
。
　
巴
こ
ミ
ミ
嵩
ミ
貯
題
ミ
§
護
ミ
帖
§
堕
駕
Φ
芝
磯
。
長

　
一
㊤
8
）
竈
マ
①
α
『
。
。
黛
悶
獣
島
ω
聾
し
』
註
い
舞
。
二
丁
．
§
、
題
摯
邸
咋
ぎ
豊
ら
§

　
隷
ミ
隠
§
魯
O
簿
ヨ
げ
嵩
α
α
q
P
P
8
①
．

⑳
　
二
章
⑯
、
一
章
⑩
。

⑮
　
一
章
⑤
高
木
論
文
。
な
お
こ
の
点
に
関
し
て
、
古
島
敏
雄
は
す
で
に
一
九
六
七

　
年
の
『
土
地
に
刻
ま
れ
た
歴
史
盛
（
岩
波
新
書
）
に
お
い
て
、
我
々
の
目
に
し
て

　
い
る
自
然
景
観
が
門
自
然
の
働
き
を
制
御
す
る
た
め
に
長
年
に
わ
た
り
投
下
し
て

　
き
た
人
間
労
働
の
累
積
し
た
結
果
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
高
木
の
指

　
摘
は
、
こ
の
視
点
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
い
え
よ
う
。

⑳
　
一
方
、
近
世
史
研
究
で
は
、
景
観
に
あ
ら
わ
れ
た
自
然
と
人
間
と
の
関
係
性
に
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注
目
す
る
優
れ
た
研
究
が
み
ら
れ
る
。
小
椋
純
一
『
絵
図
か
ら
読
み
解
く
人
と
景

観
の
歴
史
陣
雄
山
閣
、
　
一
九
九
二
。
水
本
邦
彦
『
草
山
の
語
る
近
世
師
山
川
出
版

社
、
二
〇
〇
三
。
水
本
邦
彦
欄
絵
図
と
景
観
の
近
世
睡
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
。

五
　
日
本
の
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
景
観
研
究
と
環
境
史

　
上
述
の
社
会
学
・
民
俗
学
・
歴
史
学
に
比
べ
る
と
、
日
本
の
歴
史
地
理
学

で
は
環
境
史
研
究
は
必
ず
し
も
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
と
は
い
え
な
い
。
環

境
史
と
い
う
言
葉
自
体
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
ご
く
近
年
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
英
米
の
歴
史
地
理
学
者
が
、
「
魯
≦
δ
⇒
臼
。
艮
臨

三
ω
8
蔓
」
盛
行
の
早
期
か
ら
自
身
と
の
関
係
性
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
き

　
　
①

た
こ
と
と
は
対
照
的
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
地
理
学
で
環
境
史
へ
の

関
心
が
低
か
っ
た
背
景
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
景
観
研
究
の
方
向
性
と
の

関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
、
日
本
の
歴
史
地
理
学
に
み
る
環

境
史
研
究
と
景
観
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

　
歴
史
地
理
学
は
そ
の
成
立
当
初
か
ら
、
「
文
化
景
観
」
の
解
明
を
研
究
目

的
と
し
て
き
た
伝
統
を
持
つ
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
で
生
み
出
さ
れ
た

「
文
化
景
観
」
の
概
念
は
、
人
間
が
自
然
に
働
き
か
け
た
結
果
と
し
て
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

さ
れ
る
地
表
面
の
表
象
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
景
観
の
歴
史
地
理
学

的
研
究
は
、
人
間
と
自
然
の
相
互
関
係
を
考
察
す
る
環
境
史
へ
と
直
接
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

展
開
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
「
魯
三
δ
⇔
ヨ
Φ
馨
巴
ぼ
ω
8
同
団
」
の
源
流

と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
サ
ウ
ア
ー
の
研
究
は
、
ま
さ
に
こ
の
視
点
に
立
脚
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
が
国
の
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
も
景
観
は
重
要
概
念

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
体
系
化
を
初
め
て
行
っ
た
小
牧
実
繁
は
、
「
歴
史
地

理
学
の
屋
的
は
過
去
の
「
時
の
断
面
」
に
お
け
る
景
観
の
描
出
に
あ
る
」
と

　
　
　
④

し
て
い
る
。
日
本
の
歴
史
地
理
学
で
は
、
地
表
の
景
観
が
人
間
に
よ
っ
て
い

か
に
改
変
さ
れ
て
き
た
の
か
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
た
が
、
特
に
人

間
の
手
が
入
る
以
前
の
原
景
観
へ
の
関
心
が
自
然
地
理
学
的
手
法
と
結
び
つ

き
、
一
種
の
環
境
史
的
な
研
究
成
果
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
の
系
譜
は
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

臼
で
は
、
「
地
形
環
境
研
究
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
地
形
環
境
研
究
と
は
、
「
人
間
の
環
境
と
し
て
の
地
形
」
と
い
う
日
下
雅

義
の
表
現
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
歴
史
時
代
に
お
け
る
人
間
の
営
為
（
開
発

や
土
地
利
用
な
ど
）
と
そ
れ
を
規
定
す
る
地
形
条
件
と
の
関
係
を
検
証
す
る

　
　
　
　
⑥

も
の
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
考
古
学
的
発
掘
調
査
と
の
照
合
に
よ
り
、
特
定

の
時
期
の
き
わ
め
て
微
細
な
地
形
条
件
ま
で
復
原
可
能
な
場
合
も
あ
り
、
歴

史
の
各
段
階
に
お
け
る
地
形
条
件
の
克
服
過
程
が
描
き
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
特
に
高
橋
学
を
中
心
と
す
る
一
達
の
地
形
環
境
分
析
の
成
果
は
、

中
世
荘
園
と
村
落
の
開
発
・
景
観
研
究
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
㌔
・
ま
た
・
こ
の
よ
う
な
地
形
環
境
研
究
の
成
果
は
・
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

害
史
と
そ
の
応
用
的
側
面
と
し
て
の
防
災
研
究
に
も
結
実
し
つ
つ
あ
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
主
流
は
、
地
形
条
件
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日本における環境史研究の展開とその課題（佐野）

の
復
原
と
そ
の
開
発
史
・
災
害
史
的
研
究
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
原
景
観
と
し
て
の
地
形
条
件
へ
の
関
心
の
一
方
で
、
歴
史
時
代
に

お
け
る
「
景
観
の
描
出
」
、
す
な
わ
ち
人
間
の
改
変
に
よ
っ
て
現
れ
る
「
文

化
景
観
」
自
体
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
の
歴
史
地
理
学
は
、
ド
イ
ツ
景
観
論
の
影
響
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
展
開
さ
れ
た
集
落
形
態
起
源
論
を
そ
の
噛
矢
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
景
観

の
形
態
学
的
側
面
に
長
く
中
心
を
置
い
て
き
た
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
は
特
徴
的
な
形
態
を
持
つ
集
落
・
都
城
・
城
下
町
・
交
通
路
な

ど
、
各
時
代
を
反
映
す
る
景
観
要
素
の
復
原
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
形
態

復
原
の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
に
努
力
が
払
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
日
本
の

歴
史
地
理
学
の
主
要
な
関
心
は
、
居
住
域
や
交
通
・
流
通
の
場
な
ど
多
く
は

非
生
産
空
間
に
寄
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
生
産
空
間
を
扱

う
も
の
と
し
て
条
里
地
割
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
内
部
の
土
地
利
用
な
ど
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

産
耕
地
と
し
て
の
実
態
に
迫
る
研
究
も
み
ら
れ
た
が
、
一
方
で
、
多
く
の
関

心
は
土
地
支
配
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
形
態
的
側
面
に
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
⑪

も
事
実
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
の
歴
史
地
理
学
の
景
観
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
地
表
空

間
に
あ
ら
わ
れ
た
支
配
構
造
・
地
域
編
成
プ
ラ
ン
の
解
明
へ
の
志
向
性
と
い

　
　
　
　
　
　
⑫

う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
ら
伝
統
的
な
景
観
の
形
態
学
的

ブ
ロ
ー
チ
で
は
、
権
力
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
自
然
へ
の
働
き
か
け
、
す

な
わ
ち
日
常
的
な
生
産
空
間
と
生
業
活
動
に
か
か
わ
る
自
然
改
変
へ
の
視
点

が
希
薄
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
人
間
の
生
業
活
動
は
土
地
利
用
な
ど
地
表
の
景
観
を
作
り
鳩
す
。
生
業
の

変
化
、
す
な
わ
ち
自
然
と
の
間
わ
り
方
の
変
化
は
、
量
観
上
に
現
れ
る
。
よ

っ
て
景
観
の
歴
史
的
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
生
業
を
通
じ
て
の
「
人
と

自
然
と
の
関
係
史
」
を
明
ら
か
に
す
る
具
体
的
方
法
と
な
り
う
る
。
し
か
し

伝
統
的
に
非
生
産
空
軍
へ
の
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
日
本
の
歴
史
地
理
学

に
お
い
て
は
、
水
田
以
外
に
も
多
様
な
生
業
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
る
景
観

へ
の
関
心
は
、
相
対
的
に
低
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
が
、
日
本
の

歴
史
地
理
学
に
お
い
て
、
地
形
復
原
以
外
の
環
境
史
研
究
が
低
調
で
あ
っ
た

理
由
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
生
産
空
間
を
対
象
に
、
生
業
に
よ
る
景
観
形
成
と
い
う
テ
ー
マ
を
扱
っ
て

き
た
の
は
、
日
本
で
は
歴
史
地
理
学
よ
り
も
む
し
ろ
文
化
地
理
学
で
あ
っ
た

　
　
　
⑬

と
い
え
る
。
一
九
五
〇
年
代
以
来
の
文
化
地
理
学
で
は
農
耕
を
中
心
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

生
業
形
態
と
景
観
・
文
化
論
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
の

環
境
史
的
視
点
を
含
む
景
観
研
究
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
千
葉
徳
爾
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
「
は
げ
山
の
研
究
」
で
あ
ろ
う
。
山
地
の
景
観
変
化
か
ら
環
境
問
題
の
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

会
的
要
因
に
切
り
込
む
こ
の
研
究
は
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
の
「
共
有
地
の
悲
劇
扁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
先
だ
っ
て
「
コ
モ
ン
ズ
」
論
へ
の
視
野
を
示
し
て
お
り
、
今
日
な
お
海
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
環
境
史
研
究
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
受
け
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
。
千
葉
の
ア
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ブ
ロ
ー
チ
は
環
境
変
化
の
時
間
的
側
面
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
り
、
サ
ウ

ア
ー
と
同
様
に
文
化
地
理
学
と
歴
史
地
理
学
の
視
点
が
融
合
し
た
環
境
史
研

究
の
先
駆
的
事
例
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
文
化
地
理
学
に
お
い
て
も

七
〇
年
代
以
降
に
は
「
文
化
景
観
」
論
は
下
火
に
な
り
、
景
観
は
む
し
ろ
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

覚
・
行
動
や
認
識
論
と
の
関
わ
り
で
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
近

年
の
生
業
活
動
と
景
観
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
生
業
活
動
に
お
け
る
環
境
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
主
体
的
位
置
づ
け
、
空
間
分
類
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
生
業
と
景
観
を
扱
う
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
研
究

に
歴
史
賦
す
な
わ
ち
時
間
軸
の
概
念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
生
業
に

よ
る
景
観
形
成
を
通
時
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
、
環
境
史
研
究
に
与
え
る
意

義
の
大
き
さ
は
、
千
葉
の
研
究
成
果
に
み
る
通
り
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
溝

口
・
米
家
ら
の
研
究
に
み
る
よ
う
に
、
歴
史
地
理
学
の
方
法
論
に
よ
っ
て
生

業
活
動
と
景
観
変
化
を
長
期
的
に
検
証
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
つ

　
　
⑳

つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
焼
畑
・
林
業
な
ど
水
田
農
耕
以
外
の
生
業
に

よ
り
生
み
出
さ
れ
た
村
落
の
景
観
を
扱
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
歴
史
地
理
学

で
は
、
こ
の
よ
う
な
山
村
あ
る
い
は
従
来
の
水
田
を
中
心
と
す
る
平
野
の
村

だ
け
で
な
く
、
水
域
ま
で
含
め
た
様
々
な
自
然
環
境
に
お
け
る
多
様
な
生
業

活
動
と
環
境
利
用
の
長
期
的
変
化
を
問
う
視
点
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　
同
時
に
、
今
後
の
地
理
学
で
は
、
景
観
を
動
態
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
の

深
化
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
金
田
章
裕
は
、
「
景
観
史
」
の
視

角
を
提
起
し
て
お
り
、
単
な
る
時
の
一
断
面
や
変
遷
の
記
述
を
超
え
た
、
変

化
の
要
因
・
主
体
・
プ
ロ
セ
ス
や
パ
タ
ー
ン
に
迫
る
景
観
研
究
の
必
要
性
を

　
　
　
　
⑫

説
い
て
い
る
。
景
観
変
化
の
要
因
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
自
然
と
の
関
わ
り

方
の
変
化
を
検
証
す
る
点
で
、
環
境
史
研
究
に
直
結
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い

え
る
。
生
物
多
様
性
と
生
態
系
の
時
間
的
推
移
は
、
過
去
の
入
間
活
動
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
景
観
の
変
化
に
あ
ら
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
多
様
な
時
代

の
歴
史
資
料
を
駆
使
し
て
こ
の
よ
う
な
景
観
変
化
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
歴

史
地
理
学
的
方
法
は
、
「
景
観
と
時
間
軸
」
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
今
日
の

環
境
史
の
世
界
的
動
向
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
は
ず
で
あ

る
。

①
一
九
九
四
年
の
§
黛
ミ
ミ
駄
津
§
詩
ミ
Q
鳴
韓
，
§
ず
ト
・
O
山
で
は
．
国
韓
。
垂
耳

　
α
q
Φ
。
σ
q
同
碧
ξ
曽
琶
雰
葺
8
ヨ
Φ
”
或
募
8
蔓
、
の
特
集
が
組
ま
れ
、
～
章
⑧
≦
一
・

　
一
貯
導
。
。
論
文
を
は
じ
め
と
す
る
三
本
の
関
連
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
一

　
九
九
八
年
に
は
Q
亀
§
§
ミ
§
N
肉
き
貯
罎
。
。
c
。
幽
で
、
同
じ
タ
イ
ト
ル
の
特
集
が
組

　
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
も
の
と
し
て
、
℃
o
≦
亀
こ
．
竃
．
㌦
匹
ω
8
ユ
。
紘

　
α
q
8
α
Q
同
巷
ξ
麟
註
㊦
毫
騨
§
旨
⑦
ヨ
巴
窪
ω
8
蔓
”
舞
〉
蕩
［
鑓
一
一
霧
ヨ
融
焦
騨
8
、
瑠

　
§
ミ
謹
ミ
駄
ミ
§
識
ミ
N
節
ミ
，
魯
ξ
器
し
8
ρ
思
9
b
。
⊆
n
も
。
－
卜
。
お
脚
℃
o
≦
⑦
一
一
し
■
ζ
‘

　
．
匹
鴇
。
ユ
。
巴
σ
Q
8
α
Q
叫
書
謀
Φ
ω
o
｛
9
①
Φ
薯
躍
8
ヨ
①
艮
．
（
b
d
．
○
田
訂
ヨ
p
巳
ρ

　
客
器
7
a
．
甲
§
譜
ミ
》
騎
§
就
ミ
N
鷺
ミ
，
愚
ミ
爵
躍
巴
。
千
丁
。
O
O
O
）
甲
箸
．
一
①
Φ
蔭
一
8
・

　
［
パ
ウ
エ
ル
（
米
家
泰
作
訳
）
「
環
境
の
歴
史
地
理
」
（
米
家
泰
作
・
山
村
亜
希
・

　
上
杉
和
央
訳
『
モ
ダ
ニ
テ
ィ
の
歴
史
地
理
㎞
古
今
轡
院
、
二
〇
〇
五
）
二
〇
　
ニ
ー

　
　
三
五
頁
。
］
、
二
章
②
切
聾
雲
論
文
な
ど
。

②
水
津
一
朗
門
近
代
地
理
学
の
開
拓
者
た
ち
㎞
地
人
書
房
、
一
九
七
四
。

118 （762）



日本における環境史研究の展開とその課題（佐野）

③
水
津
に
よ
れ
ば
、
文
化
景
観
を
提
唱
し
た
シ
ュ
り
ユ
ー
タ
…
は
、
そ
れ
ま
で
の

　
地
理
学
の
「
人
間
と
自
然
の
関
係
」
と
い
う
際
限
の
な
い
研
究
対
象
に
対
し
て
、

　
対
象
を
「
入
間
の
手
の
加
わ
っ
た
景
観
偏
に
限
定
し
た
が
、
そ
れ
は
「
人
問
と
自

　
然
の
関
係
」
を
関
心
の
外
に
置
く
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
景
観
の
解
明
を
通

　
じ
て
「
人
間
と
自
然
の
関
係
」
に
至
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
前
掲
②
参
照
。

④
小
牧
実
繁
糊
先
史
地
理
学
研
究
臨
内
外
出
版
印
刷
、
一
九
三
七
。

⑤
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
一
章
⑥
の
宮
本
論
文
に
詳
し
い
。
近
年
の
代
表
的
な

　
成
果
と
し
て
は
、
高
橋
学
噸
平
野
の
環
境
考
古
学
』
古
今
書
院
、
二
〇
〇
三
、
古

　
田
昇
降
平
野
の
環
境
歴
史
学
』
古
今
書
院
、
二
〇
〇
五
な
ど
。

⑥
日
下
雅
義
『
平
野
の
地
形
環
境
睡
古
今
書
院
、
一
九
七
三
。
日
下
雅
義
『
歴
史

　
時
代
の
地
形
環
境
』
古
今
書
院
、
　
九
八
○
。

⑦
高
橋
の
一
九
九
三
年
度
日
本
史
研
究
会
大
会
に
お
け
る
研
究
報
告
（
高
橋
学

　
「
古
代
末
以
降
に
お
け
る
地
形
環
境
の
変
貌
と
土
地
開
発
」
日
本
史
研
究
三
八
○
、

　
一
九
九
四
、
三
三
－
四
八
買
）
の
反
響
の
大
き
さ
は
、
～
章
⑤
飯
沼
論
文
や
水
野

　
章
二
『
日
本
中
世
の
村
落
と
荘
園
制
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
で
の
記
述
に
明
ら

　
か
で
あ
る
。

⑧
災
害
史
・
防
災
に
関
す
る
歴
史
地
理
学
的
な
研
究
成
果
と
し
て
は
、
「
歴
史
地

　
理
学
」
誌
の
特
集
「
災
害
・
防
災
へ
の
歴
史
地
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
歴
史
地
理

　
学
四
二
…
一
、
二
〇
〇
〇
、
四
三
一
一
、
二
〇
〇
一
が
あ
る
。
ま
た
高
橋
等
の
関

　
わ
る
門
京
都
歴
史
災
害
研
究
」
（
立
命
館
大
学
C
O
E
推
進
機
構
）
一
一
三
号
、

　
二
〇
〇
三
～
二
〇
〇
五
も
参
照
。

⑨
　
金
闘
章
裕
「
日
本
古
代
景
観
史
へ
の
視
角
」
（
金
田
章
裕
『
古
代
景
観
史
の
探

　
究
－
宮
都
・
国
府
・
地
割
駈
吉
規
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
）
一
一
四
二
頁
。

⑩
金
田
章
裕
噸
条
里
と
村
落
の
歴
史
地
理
学
研
究
隔
大
明
堂
、
一
九
八
五
。
金
田

　
章
裕
『
微
地
形
と
中
世
村
落
㎞
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
。

⑪
一
九
八
五
年
に
発
足
し
た
条
里
制
研
究
会
が
、
九
七
年
に
条
里
制
・
古
代
都
市

　
研
究
会
に
改
称
さ
れ
た
こ
と
も
、
露
悪
地
割
と
い
う
形
態
そ
の
も
の
へ
の
関
心
の

　
強
さ
を
反
映
し
て
い
よ
う
。

⑫
服
部
畠
山
哩
律
令
国
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
大
明
堂
、
一
九
八
三
、
足
利

　
健
亮
隅
日
本
古
代
地
理
研
究
隔
大
明
堂
、
一
九
八
五
な
ど
に
そ
の
成
果
を
み
る
こ

　
と
が
で
き
る
。

⑬
文
化
地
理
学
と
生
業
研
究
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
海
外
の
事
例
が
中
心
で
あ

　
る
が
小
林
茂
の
研
究
に
詳
し
い
。
小
林
茂
「
生
業
活
動
研
究
の
発
展
と
文
化
地
理

　
学
」
人
文
地
理
四
四
－
四
、
一
九
九
二
、
三
八
一
五
六
頁
。

⑭
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
久
武
論
文
を
参
照
。
久
武
哲
也
「
日
本
に
お
け
る
文
化

　
地
理
学
の
展
開
一
戦
後
編
i
」
（
久
武
哲
也
『
文
化
地
理
学
の
系
譜
』
地
入

　
書
一
房
、
　
一
一
〇
〇
〇
）
四
九
九
－
山
手
四
㎜
閏
頁
。

⑮
千
葉
徳
爾
『
は
げ
山
の
研
究
』
農
林
協
会
、
一
九
五
六
。
な
お
、
こ
の
千
葉
の

　
研
究
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
戦
前
の
「
森
林
水
源
濾
養
論
」
を
、
環

　
境
史
的
視
点
か
ら
と
ら
え
な
お
そ
う
と
す
る
研
究
が
近
年
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

　
に
も
注
目
し
た
い
。
皆
見
和
彦
・
久
武
哲
也
「
近
代
日
本
に
お
け
る
環
境
史
研
究

　
の
一
断
章
一
山
本
徳
三
郎
論
ノ
ー
ト
ー
」
甲
南
大
学
紀
要
文
学
編
二
三
、

　
二
〇
〇
〇
、
五
〇
f
九
一
頁
（
以
降
、
「
山
本
徳
三
郎
論
ノ
ー
ト
」
と
し
て
田
ま

　
で
掲
載
）
。

⑯
田
H
餌
貫
ρ
．
雷
Φ
器
α
Q
Φ
身
。
｛
チ
①
。
。
ヨ
葺
。
ロ
ω
．
甲
い
ら
§
q
＝
①
N
お
①
。
。
も
ワ

　
回
卜
⊃
心
ω
－
一
沁
心
○
◎
“

⑰
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
前
掲
⑭
五
二
四
頁
に
て
久
武
が
指
摘
し
て
い
る
。

⑱
ク
ロ
ノ
ン
（
佐
野
敏
行
・
藤
田
真
理
子
訳
）
『
変
貌
す
る
大
地
i
イ
ン
デ
ィ

　
ア
ン
と
植
民
者
の
環
境
粗
壁
勤
草
書
房
、
一
九
九
五
の
「
日
本
語
版
の
た
め
の

　
序
」
に
よ
る
。

⑲
前
掲
⑭
。

⑳
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
関
戸
明
子
『
村
落
社
会
の
空
間
構
成
と
地
域
変
容
㎞

　
大
明
堂
、
二
〇
〇
〇
、
今
里
悟
之
『
農
山
漁
村
の
〈
空
間
分
類
〉
』
京
都
大
学
学
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術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
に
認
識
論
を
申
心
と
す

　
る
今
日
の
景
観
・
生
業
研
究
に
あ
っ
て
、
文
化
生
態
学
の
視
点
に
歴
史
的
視
点
を

　
導
入
し
、
景
観
・
生
業
か
ら
琉
球
列
島
の
環
境
史
に
切
り
込
も
う
と
す
る
小
林
の

　
研
究
は
注
目
さ
れ
る
。
小
林
茂
『
農
耕
・
景
観
・
災
害
！
琉
球
列
島
の
環
境
史

　
1
』
第
一
書
房
、
二
〇
〇
三
。

⑳
　
溝
口
常
俊
『
日
本
近
世
・
近
代
の
畑
作
地
域
史
研
究
一
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

　
二
〇
〇
二
、
米
家
泰
作
『
中
・
近
世
出
村
の
景
観
と
構
造
輪
校
倉
書
房
、
二
〇
〇

　
二
。

⑫
前
掲
⑨
。

穴
　
臼
本
の
環
境
診
断
究
の
課
題
と
方
向
性

1

撮
境
史
研
究
の
方
向
性

　
こ
こ
で
、
前
章
ま
で
の
日
本
の
環
境
史
研
究
の
課
題
を
ま
と
め
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
社
会
学
や
民
俗
学
で
は
、
伝
統
的
生

業
に
よ
る
自
然
資
源
利
用
を
切
り
口
と
す
る
環
境
史
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
で
は
通
時
的
変
化
に
対
す
る
分
析
視
角
の
薄
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

た
。
共
時
的
視
点
だ
け
で
は
、
生
業
の
変
化
や
資
源
利
用
の
持
続
可
能
性
を

論
じ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
し
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
伝
統
社
会
」

が
十
分
な
歴
史
的
検
証
を
経
て
い
な
い
場
合
に
は
、
実
像
か
ら
離
れ
た
自
然

共
生
型
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
一
人
歩
き
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

　
一
方
、
時
間
軸
を
重
視
す
る
文
献
史
学
及
び
歴
史
地
理
学
で
は
、
気
候
・

災
害
史
や
地
形
条
件
な
ど
マ
ク
ロ
な
環
境
史
研
究
が
重
視
さ
れ
る
一
方
で
、

生
業
活
動
を
通
じ
て
の
日
常
的
な
自
然
と
の
関
わ
り
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が

あ
っ
た
。
大
規
模
な
荘
園
調
査
の
進
展
に
つ
れ
て
、
開
発
史
研
究
に
お
け
る

生
業
へ
の
視
線
が
「
水
田
開
発
」
へ
と
集
ま
る
｝
方
で
、
他
の
多
様
な
環
境

利
用
へ
の
屠
配
り
は
十
分
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
文
献
史
学
と
歴
史
地
理
学

に
お
い
て
は
、
水
田
農
耕
以
外
の
生
業
活
動
に
伴
う
自
然
改
変
、
多
様
な
生

業
に
よ
る
自
然
と
の
関
わ
り
の
考
察
が
不
足
し
て
い
た
感
が
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
原
生
自
然
だ
け
で
な
く
、

人
の
手
の
加
わ
っ
た
自
然
臼
コ
｝
次
的
自
然
」
の
意
義
を
認
識
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
入
間
の
生
業
活
動
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
き
た
「
二
次
的

自
然
」
は
、
景
観
と
し
て
地
表
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
に
は

過
去
の
人
間
と
自
然
と
の
交
渉
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
二
次
的
自

然
」
を
分
析
対
象
と
し
て
地
域
の
生
態
系
に
お
け
る
人
間
の
役
割
を
検
証
し
、

自
然
と
の
関
係
性
の
変
化
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
視
角
が
、
今
日
の
環
境
史

の
世
界
的
動
向
に
お
い
て
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
も
「
里

山
」
な
ど
の
「
二
次
的
自
然
」
を
「
人
為
の
加
わ
っ
た
自
然
景
観
扁
と
と
ら

え
、
環
境
史
の
分
析
対
象
に
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
始
ま
り
つ
つ
あ

①る
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
「
〈
里
山
〉
を
共
生
の
理
想
型
と
す
る
保
守

　
　
②

的
態
度
」
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
門
里
山
」
と
は
何
か
、
門
自
然
と
の
共

生
漏
と
は
ど
の
よ
う
な
状
態
を
意
味
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
き
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た
の
か
を
、
地
域
の
実
態
に
即
し
て
問
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
た
が
っ
て
今
後
の
日
本
の
環
境
史
に
お
い
て
は
、
生
業
活
動
に
伴
う

「
二
次
的
自
然
」
の
形
成
と
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
、
生
業
を
通
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
自
然
と
の
長
期
的
な
交
渉
史
を
解
明
す
る
こ
と
が
焦
点
と
な
る
。
近
年
の

日
本
史
学
で
は
、
生
業
を
タ
イ
ト
ル
に
冠
し
た
講
座
本
の
刊
行
や
、
「
生
業

村
落
論
」
の
展
開
に
み
る
よ
う
に
、
政
治
史
だ
け
で
な
く
生
業
史
の
視
点
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

重
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、
支
配
関
係
に
比
べ
る
と
日
常
的

な
生
業
に
つ
い
て
の
文
書
史
料
は
少
な
く
、
生
業
活
動
の
歴
史
的
分
析
に
は

大
き
な
困
難
が
伴
う
。
こ
の
よ
う
な
制
約
を
克
服
し
う
る
の
が
、
「
二
次
的

自
然
」
を
景
観
と
し
て
と
ら
え
る
視
点
、
す
な
わ
ち
景
観
研
究
の
視
角
で
あ

る
。　

生
業
活
動
が
作
り
出
す
地
表
の
景
観
は
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し
て

い
く
。
つ
ま
り
景
観
は
時
間
性
を
含
む
資
料
で
あ
る
。
こ
の
景
観
の
変
化
を

分
析
す
る
こ
と
で
、
生
業
研
究
に
時
間
軸
の
概
念
を
持
ち
込
み
、
自
然
と
の

関
わ
り
の
時
間
的
変
化
を
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
「
歴
史
生
態

学
」
は
す
で
に
こ
の
こ
と
に
気
づ
き
、
民
族
誌
的
調
査
と
並
ん
で
空
中
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

真
・
衛
星
画
像
に
よ
る
五
〇
年
単
位
の
景
観
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

「
生
業
が
景
観
を
作
り
出
す
」
と
い
う
観
点
は
、
本
来
、
歴
史
地
理
学
が
得

意
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
歴
史
資
料
を
駆
使
し
た
歴
史
地
理
学
的
な
景

観
分
析
に
よ
れ
ば
、
よ
り
長
期
的
な
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
の
研
究
が
可
能
と
な

⑥る
。
例
え
ば
、
近
世
の
小
物
成
関
係
絵
図
や
明
治
期
の
地
籍
図
に
は
、
微
細

な
空
間
単
位
で
の
土
地
利
用
や
植
生
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
に
申

世
以
来
の
文
書
史
料
、
さ
ら
に
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
を
照
合
す
れ
ば
、
人

間
活
動
に
伴
う
景
観
と
生
態
系
の
変
化
を
三
〇
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ

て
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
界
的
規
模
で
の
環
境
問
題
研
究
に
お
い
て

も
、
森
林
破
壊
・
砂
漠
化
な
ど
人
為
的
負
荷
が
景
観
変
化
に
現
れ
る
こ
と
が

重
視
さ
れ
て
い
る
現
在
、
環
境
史
に
歴
史
地
理
学
的
な
景
観
分
析
手
法
を
導

入
す
る
こ
と
は
、
史
料
と
し
て
の
景
観
の
読
解
の
可
能
性
を
さ
ら
に
広
げ
る

は
ず
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
の
環
境
史
研
究
の
さ
ら
な
る
展
開
の
た
め
に
は
、
生
業
活
動

の
考
察
に
貴
観
分
析
だ
け
で
な
く
、
生
態
学
の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。
人
間
と
自
然
と
の
交
渉
は
「
糧
を
得
る
こ
と
」
か
ら
始
ま
る

が
、
原
初
的
な
生
業
活
動
は
、
狩
猟
・
採
集
と
し
て
植
物
・
動
物
な
ど
の
生

物
資
源
に
向
け
ら
れ
る
。
よ
っ
て
自
然
環
境
の
考
察
に
は
、
地
質
・
地
形
等

に
加
え
て
、
そ
の
上
に
展
開
す
る
生
物
相
、
地
域
の
生
態
系
の
分
析
が
含
ま

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
生
態
系
全
体
に
お
け
る
人
間
活
動
の
位
置

づ
け
を
問
う
視
点
と
と
も
に
、
資
源
と
な
る
生
物
自
体
に
つ
い
て
の
動
物
行

動
学
的
な
考
察
が
重
要
と
な
る
。
動
物
の
繁
殖
行
動
・
場
所
利
用
等
の
習
性

は
、
通
時
的
に
遡
及
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
中
世
の
漁
掛
研

究
に
、
漁
場
の
地
形
条
件
の
復
原
に
加
え
て
生
息
魚
種
の
生
態
行
動
を
重
ね

121 （765）



合
わ
せ
れ
ば
、
史
料
の
理
解
が
深
ま
り
、
当
時
の
生
業
活
動
に
つ
い
て
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

多
く
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
生
態
系
や
動
物
の
生
態

行
動
を
分
析
視
角
に
取
り
入
れ
る
な
ら
ば
、
農
業
に
と
ど
ま
ら
な
い
さ
ま
ざ

ま
な
自
然
利
用
の
生
業
、
幅
広
い
自
然
と
の
関
係
史
を
論
じ
る
こ
と
が
可
能

に
な
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
日
本
の
環
境
史
に
必
要
な
も
う
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
自
然

観
の
変
化
と
い
う
認
識
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
深
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
方

向
に
つ
い
て
は
、
高
木
徳
郎
が
臼
本
の
環
境
史
の
第
三
の
潮
流
と
し
て
あ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
「
精
神
史
な
い
し
は
心
性
史
」
と
も
連
動
し
よ
う
。
各
時
期
の
自
然

認
識
は
人
間
の
行
動
、
自
然
に
対
す
る
態
度
や
働
き
か
け
を
規
定
し
て
お
り
、

よ
っ
て
時
代
ご
と
の
祇
会
的
背
景
と
当
時
の
自
然
観
を
分
析
す
る
こ
と
は
、

「
自
然
と
人
と
の
関
係
史
」
を
た
ど
る
前
提
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は

日
本
で
は
ま
だ
多
く
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
の
「
恥
く
ぎ
ゆ
営
①
艮
ゆ
；
す

肯
。
同
筆
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
ご
と
く
過
去
の
自
然
認
識
・
環
境
思
想
の
研

究
を
出
発
点
と
し
て
お
り
、
そ
れ
が
実
際
に
引
き
起
こ
し
た
自
然
へ
の
イ
ン

パ
ク
ト
の
解
明
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
経
緯
を
持
っ
て
い
る
。
点
本
で
も
近

年
、
中
世
社
会
に
お
け
る
神
仏
習
合
等
の
思
想
が
自
然
と
の
共
生
を
も
た
ら

し
た
と
す
る
見
解
な
ど
、
各
時
代
に
お
け
る
自
然
認
識
が
注
臣
さ
れ
つ
つ
あ

⑨る
。
こ
の
よ
う
な
論
点
に
つ
い
て
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
み
な
ら
ず
そ
の
実
態
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

提
起
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
古
代
・
申
世
以
来
の
文
書
史
料
が
残

存
す
る
日
本
に
お
い
て
は
、
自
然
観
の
変
化
と
そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
実
際

の
自
然
改
変
に
つ
い
て
、
長
期
的
で
実
証
的
な
研
究
が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

2
　
環
境
史
の
習
的

　
以
上
の
よ
う
な
環
境
史
の
新
し
い
方
向
性
は
、
社
会
学
・
民
俗
学
・
歴
史

学
と
い
っ
た
各
分
野
の
間
隙
を
埋
め
る
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
「
時
間
性
」

を
含
ん
だ
資
料
で
あ
る
景
観
を
分
析
素
材
と
す
る
こ
と
で
、
民
俗
学
や
社
会

学
の
持
つ
「
聞
き
取
り
手
法
の
時
間
遡
及
性
」
の
限
界
が
補
完
さ
れ
る
。
ま

た
、
自
然
に
関
す
る
生
態
学
的
な
視
点
が
史
料
の
読
み
解
き
を
深
化
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

こ
と
も
、
す
で
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
生
業
活
動
と
自
然
資

源
を
め
ぐ
る
歴
史
的
分
析
は
、
環
境
社
会
学
や
環
境
民
俗
学
の
成
果
と
結
び

つ
い
て
、
資
源
利
用
の
持
続
性
を
問
う
「
コ
モ
ン
ズ
」
論
の
長
期
的
な
検
証

に
発
展
す
る
可
能
性
も
持
っ
て
い
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
環
境
史
研
究
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
が
補
完
し
あ
う
協

業
・
学
際
研
究
で
あ
り
、
相
互
の
有
機
的
連
関
か
ら
新
た
な
歴
史
の
全
体
像

を
構
築
す
る
試
み
と
い
え
る
。
九
〇
年
代
後
半
以
降
の
日
本
の
環
境
史
研
究

は
主
に
文
献
史
学
の
研
究
者
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
た
め
、
歴
史
学
者

の
中
に
は
環
境
史
を
歴
史
学
の
一
領
域
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
立
場
も
見

受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
環
境
史
研
究
自
体
の
目
的
は
、
環
境
の
問
題
を
歴
史

学
の
中
に
取
り
込
む
こ
と
や
、
環
境
史
を
歴
史
学
の
一
領
域
と
し
て
確
立
さ
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せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
「
環
境
史
を
歴
史
学
の
革
新
と
い
う
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

の
問
題
に
倭
小
化
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
問
い
か
け
に
み
る
ご
と
く
、

環
境
史
研
究
の
屠
的
と
そ
の
意
義
を
、
い
ま
一
度
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
ろ

、
つ
。

　
春
田
直
紀
は
、
環
境
史
と
は
「
歴
史
全
体
を
読
み
直
す
方
法
的
視
点
で
あ

　
　
　
　
　
　
⑬

る
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
環
境
史
が
従
来
の
歴
史
像
を
相
対
化
し
、

現
代
へ
の
視
座
と
な
る
分
析
視
点
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
異
論
の
な
い
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
環
境
史
研
究
と
現
代
社
会
と
の
関

わ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
環
境
史
研
究
者
の
現
代
の
環
境
問
題
へ
の
ス
タ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、
研
究
者
間
で
論
争
が
続
い
て
い
る
。
「
環
境
史
を
定
義
す
る

の
は
そ
の
対
象
や
主
題
で
は
な
く
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
背
後
に
あ
る
危
機
意
識

で
あ
る
」
と
し
て
、
現
代
的
な
環
境
問
題
へ
の
意
識
を
前
面
に
打
ち
出
す
立

　
　
　
　
⑭

場
も
あ
れ
ば
、
逆
に
中
世
史
を
中
心
と
す
る
文
献
史
学
の
環
境
史
研
究
者
の

中
に
は
、
こ
の
よ
う
に
現
在
の
問
題
に
直
結
し
た
ス
タ
イ
ル
を
取
る
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

違
和
感
を
表
明
す
る
立
場
も
み
ら
れ
る
。

　
歴
史
学
に
よ
る
環
境
史
研
究
に
対
し
て
は
、
「
環
境
と
い
う
名
の
も
と
で

の
単
な
る
歴
史
の
読
み
直
し
作
業
と
い
う
印
象
を
受
け
、
と
り
た
て
て
「
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

境
史
」
と
銘
打
つ
必
要
性
を
感
じ
な
い
扁
、
あ
る
い
は
「
そ
こ
に
解
決
を
図

ろ
う
と
す
る
明
確
な
意
志
が
な
け
れ
ば
、
単
に
自
然
、
あ
る
い
は
環
境
を
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

史
的
視
野
の
中
で
取
り
扱
っ
た
だ
け
で
お
わ
る
」
と
い
っ
た
批
判
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
批
判
が
、
特
に
ブ
イ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
基
本
と
す
る
人
類
学
・

民
俗
学
系
の
研
究
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
た
い
。
ブ

イ
ー
ル
ド
で
は
、
問
題
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
実
の
地
域
が
、
絶
え
ず
研
究

者
の
眼
前
に
存
在
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
琵
琶
湖
の
水
位
変
動
と
い
う
環
境

変
化
が
、
中
世
の
沿
岸
村
落
の
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と

い
う
研
究
上
の
知
見
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
琵
琶
湖
総
合
開
発
」
事

業
に
よ
る
水
位
低
下
政
策
と
そ
の
影
響
を
ど
う
み
る
の
か
と
い
う
、
今
日
へ

の
ま
な
ざ
し
に
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
荘
園
史
で
は
な
く
環
境
史
研
究
の
ブ

イ
ー
ル
ド
に
お
い
て
は
、
地
域
の
歴
史
的
考
察
が
現
代
社
会
に
ど
の
よ
う
な

意
味
を
持
ち
う
る
の
か
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
た
る
住
民
か
ら
絶
え
ず
問
わ

れ
る
現
実
が
あ
る
。

　
欧
米
の
環
境
史
が
、
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
へ
の
関
心
か
ら
生
起
し
た
よ

う
に
、
歴
史
観
の
転
換
、
す
な
わ
ち
過
去
を
見
る
目
の
変
化
自
体
が
、
や
は

り
現
代
と
い
う
時
代
の
社
会
的
動
向
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
文
献
史
学
に
お
い
て
も
、
現
在
を
照
射
す
る
視
点
の
必
要
性
は
十

分
に
認
識
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
歴
史
学
の
役
割
と
は
、
「
過
去
を
新
し
い

視
点
か
ら
「
読
み
直
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
を
克
服
す
る
方
法
を
発
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
ま
さ
に
正
鵠
を
射
て
い
る
が
、

環
境
史
が
現
代
を
も
相
対
化
す
る
視
座
で
あ
る
か
ぎ
り
、
今
日
の
社
会
的
要

請
は
、
過
去
の
読
み
直
し
だ
け
で
な
く
、
現
在
を
克
服
す
る
そ
の
方
法
の
提

123 （767）



示
を
求
め
る
段
階
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
き
た
い
。

　
た
だ
し
、
こ
の
環
境
史
研
究
に
求
め
ら
れ
る
応
用
性
・
実
践
性
と
は
、
景

観
保
全
や
自
然
保
護
と
い
っ
た
「
運
動
し
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
即
意
味
す

る
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
「
運
動
」
に
際
し
て
、
守
る
べ
き
「
自
然
」
や

「
景
観
扁
の
姿
は
自
明
と
は
い
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
例
え
ば
水
辺
域
の
自

然
再
生
事
業
に
際
し
て
は
、
水
辺
ご
と
に
地
質
・
気
候
や
社
会
的
条
件
が
異

な
る
こ
と
に
加
え
て
、
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
生
態
系
も
変
化
し
て
い
る
と
い

う
時
間
軸
の
視
点
が
重
要
に
な
る
。
つ
ま
り
、
再
生
目
標
の
設
定
自
体
に
、

歴
史
性
と
地
域
性
の
観
点
が
不
可
欠
と
い
え
る
。
こ
の
こ
と
は
実
際
の
自
然

再
生
・
保
全
の
現
場
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
守
る
べ
き
対
象
が
「
里

山
」
な
ど
の
コ
…
次
的
自
然
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
放
置
す
る
こ
と
で
は
な

く
、
人
間
と
の
適
度
な
関
わ
り
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
適
切
な

関
わ
り
方
、
利
用
と
管
理
の
指
標
と
な
る
の
は
、
過
去
の
「
塁
山
」
で
の
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

業
活
動
の
実
態
と
、
地
域
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
民
俗
技
術
で
あ
ろ
う
。
過
去

を
研
究
す
る
こ
と
が
未
来
へ
の
判
断
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に

研
究
者
は
自
ら
の
研
究
を
通
し
て
の
貢
献
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
環
境
史
研

究
が
提
示
す
る
の
は
、
過
去
か
ら
の
警
鐘
や
教
訓
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の

現
代
と
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
る
こ
と
も
、
そ
の
重
要
な
役
割
と
い
え

よ
う
。

①
池
谷
和
信
「
〈
人
為
の
加
わ
っ
た
森
〉
の
環
境
省
」
季
刊
東
北
学
五
、
二
〇
〇

　
五
、
三
七
－
四
八
頁
。

②
　
四
章
⑭
。

③
環
境
民
俗
学
の
篠
原
も
、
「
二
次
的
自
然
扁
に
関
し
て
、
「
問
題
は
、
人
が
ど
の

　
よ
う
に
関
与
し
て
き
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
い
わ
ゆ
る
里
山
と
い
わ
れ
る
も
の

　
と
人
の
関
係
性
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
入
為
と
い
う
入
の
関

　
与
行
為
の
中
身
こ
そ
が
、
入
と
自
然
の
関
係
性
を
端
的
に
現
し
て
い
る
」
と
す
る
。

　
篠
原
三
隅
自
然
を
生
き
る
技
術
一
暮
ら
し
の
民
俗
自
然
誌
隔
吉
川
弘
文
館
、
二

　
〇
〇
五
。

④
例
え
ば
、
赤
坂
憲
雄
・
中
村
生
雄
・
原
田
信
男
・
三
浦
佑
之
編
『
い
く
つ
も
の

　
日
本
W
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
軸
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
、
上
原
真
人
・
白
石
太
｝

　
郎
・
吉
川
真
司
・
吉
村
武
彦
咽
列
島
の
古
代
史
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
2
　
暮
ら

　
し
と
生
業
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
な
ど
。
な
お
、
近
世
・
近
代
史
の
高
橋
美
貴

　
は
、
今
後
の
日
本
の
環
境
史
の
一
つ
の
方
向
性
と
し
て
、
資
源
保
金
史
＋
生
業
史

　
研
究
と
い
う
立
場
を
提
起
し
て
い
る
。
高
橋
美
貴
「
〈
資
源
保
全
の
時
代
〉
と
水

　
産
一
十
九
世
紀
に
お
け
る
資
源
保
全
政
策
の
世
界
的
潮
流
と
日
本
扁
歴
史
評
論

　
⊥
ハ
五
〇
、
　
二
〇
〇
四
、
　
｝
一
五
一
一
二
九
頁
。

⑤
四
章
⑬
男
導
ぽ
轟
き
匹
ピ
魯
。
二
一
㎜
文
。

⑥
歴
史
地
理
学
者
の
σ
d
鉢
2
が
、
「
歴
史
生
態
学
」
に
地
理
学
の
景
観
研
究
の
蓄

　
積
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
批
判
す
る
の
は
、
こ
の
点
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
二
章
②
切
舞
臼
論
文
を
参
照
。

⑦
こ
の
よ
う
な
視
点
に
よ
る
研
究
の
事
例
と
し
て
、
春
田
直
紀
「
自
然
と
人
の
関

　
係
史
！
漁
携
が
と
り
結
ぶ
関
係
に
注
目
し
て
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報

　
告
九
七
、
二
〇
〇
三
、
一
三
三
一
二
三
五
頁
、
佐
野
静
代
「
近
江
国
筑
摩
御
厨
に

　
お
け
る
自
然
環
境
と
漁
掛
活
動
丁
湖
岸
の
御
厨
の
環
境
史
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物

　
館
研
弗
九
報
…
止
ロ
一
甥
鷹
二
、
　
一
一
〇
〇
山
ハ
（
印
刷
中
）
。

⑧
一
章
⑤
高
木
論
文
。
橋
本
道
範
も
同
様
に
こ
の
自
然
観
の
研
究
の
必
要
性
を
提

　
起
し
て
い
る
。
橋
本
道
範
「
環
境
史
を
め
ぐ
る
日
本
の
歴
史
学
の
動
向
と
そ
の
課
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臼本における環境史研究の農開とその課題（佐野）

　
題
i
中
世
史
研
究
を
中
心
に
駄
第
9
圓
環
境
史
研
究
会
口
頭
発
表
配
付
資
料

　
（
二
〇
〇
五
年
七
月
二
四
日
）
に
よ
る
。

⑨
義
江
彰
夫
「
人
聞
と
自
然
の
歴
史
一
日
中
古
代
・
中
世
の
比
較
を
通
し
て
」

　
（
義
江
彰
夫
欄
歴
史
学
の
視
座
－
社
会
史
・
比
較
史
・
対
自
然
関
係
史
邑
校
倉

　
沓
房
、
二
〇
〇
二
に
所
収
、
初
出
は
一
九
九
八
年
）
、
　
章
⑤
飯
沼
論
文
。

⑩
前
掲
⑨
の
義
江
、
飯
沼
の
見
解
に
対
し
て
、
橋
本
道
範
は
、
門
滅
罪
の
装
遣
と

　
し
て
の
放
生
会
が
必
要
だ
っ
た
の
は
、
人
々
に
「
共
生
の
心
」
が
あ
っ
た
か
ら
で

　
は
な
く
、
富
へ
の
欲
望
、
開
発
へ
の
欲
望
の
激
し
さ
故
の
裏
返
し
で
は
な
い
だ
ろ

　
う
か
」
と
批
判
し
て
い
る
（
前
掲
⑧
）
。
傾
聴
す
べ
き
見
解
で
あ
ろ
う
。

⑬
前
掲
⑦
。

⑫
歴
史
評
論
六
五
〇
（
二
〇
〇
四
年
）
の
「
特
集
・
環
境
史
の
可
能
性
扁
の
冒
頭

　
「
特
集
に
あ
た
っ
て
」
中
の
一
文
。

⑬
春
田
直
紀
「
文
献
史
学
か
ら
の
環
境
史
」
珍
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
二
五
九
、

　
二
〇
〇
五
、
九
－
三
一
頁
。

⑭
前
掲
⑫
。

⑮
一
章
⑦
、
前
掲
⑬
。

⑯
卯
田
宗
平
「
い
ま
、
な
ぜ
環
境
史
か
一
魚
と
入
を
め
ぐ
る
比
較
環
境
史
」
（
安

　
室
知
編
遡
歴
史
研
究
の
最
前
線
二
環
境
史
研
究
の
課
題
幅
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
四
）
七
一
一
七
七
頁
。

⑰
阿
部
健
一
門
地
域
生
態
史
の
視
点
」
地
域
研
究
論
集
一
f
二
、
一
九
九
八
、
六

　
－
一
七
頁
。

⑱
前
掲
⑬
に
お
い
て
、
春
田
直
紀
が
内
山
節
の
文
章
を
引
用
し
つ
つ
述
べ
て
い
る
。

⑲
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
で
詳
述
し
て
い
る
。
佐
野
静
代
門
内
湖
を
め
ぐ
る

　
歴
史
的
利
島
形
態
と
民
俗
文
化
1
そ
の
今
日
的
意
義
扁
滋
賀
県
琵
琶
湖
研
究
所

　
所
報
二
一
、
二
〇
〇
四
、
；
二
…
【
三
六
頁
。
な
お
、
前
掲
③
に
お
い
て
篠
原

　
徹
も
、
「
里
山
」
な
ど
の
自
然
の
持
続
的
利
用
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
こ
う
し

　
た
自
然
を
利
用
し
て
き
た
人
々
の
技
術
と
文
化
の
中
に
し
か
な
い
と
し
、
そ
の
生

活
世
界
と

い
る
。

「
生
き
る
方
法
」
と
し
て
の
技
術
を
概
欲
す
る
こ
と
の
意
義
を
説
い
て

七
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
本
稿
で
は
、
歴
史
学
以
外
に
も
多
岐
に
わ
た
る
日
本
の
環
境
史
研
究
に
つ

い
て
論
点
の
整
理
を
行
い
、
世
界
的
な
研
究
動
向
と
の
相
対
化
を
行
っ
た
上

で
、
そ
の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
田
本
に
「
環
境
史
」
の
視
点
が
紹
介
さ
れ
た
八
○
年
代
、
早
期
に
こ
の
言

葉
に
反
応
し
た
の
は
社
会
学
と
民
俗
学
の
分
野
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
各
々

は
環
境
社
会
学
・
環
境
民
俗
学
と
し
て
独
自
の
展
開
を
と
げ
て
い
く
。
両
者

の
共
通
点
と
し
て
は
、
地
域
の
「
伝
統
社
会
」
に
注
目
し
、
生
業
と
資
源
利

用
を
通
じ
て
の
自
然
と
の
関
わ
り
を
取
り
出
そ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

げ
ら
れ
た
。

　
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
、
中
世
史
を
中
心
と
す
る
文
献
史
学
が
日
本
の
環

境
史
研
究
の
中
心
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
「
人
と
自
然
の
関
係
史
」
が
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
災
害
史
や
開
発
史
に
代
表
さ
れ

る
マ
ク
ロ
な
自
然
と
の
関
係
性
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
住
民
の
日

常
的
な
生
業
に
よ
る
自
然
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
考
察
は
十
分
と
は
い
え

な
い
。
同
様
に
、
日
本
の
歴
史
地
理
学
に
お
い
て
も
、
水
田
農
耕
以
外
に
も

多
様
な
生
業
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
景
観
へ
の
関
心
は
相
対
的
に
低
か
っ
た
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こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
今
日
の
環
境
史
研
究
の
世
界
的
動
向
に
お
い
て
は
、
生
業
に
伴
っ
て
あ
ら

わ
れ
る
「
二
次
的
自
然
」
を
景
観
と
し
て
と
ら
え
、
人
間
の
役
割
と
そ
の
長

期
的
な
動
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
視
角
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
に

お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
「
二
次
的
自
然
」
の
形
成
と
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、

景
観
を
素
材
に
検
証
す
る
こ
と
が
今
後
の
焦
点
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。
生

業
を
通
じ
て
の
自
然
と
の
長
期
的
な
関
係
の
解
明
の
た
め
に
は
、
景
観
分
析

の
深
化
や
、
生
態
学
的
視
点
の
導
入
、
自
然
観
の
変
化
に
関
す
る
認
識
論
的

分
析
が
必
要
に
な
ろ
う
。
日
本
に
は
古
代
中
世
以
来
の
絵
図
や
文
献
史
料
が

豊
富
に
残
さ
れ
て
お
り
、
景
観
に
あ
ら
わ
れ
る
自
然
と
の
関
係
性
の
変
化
を

長
期
的
に
検
証
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
人
類
学
系
の
環
境

史
研
究
が
、
非
文
字
社
会
を
主
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
き
た
こ
と
に
比
べ
て
、

日
本
に
お
け
る
環
境
史
研
究
の
果
た
し
う
る
意
義
は
、
こ
の
辺
り
に
あ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
さ
ら
に
、
環
境
史
の
め
ざ
す
も
の
、
そ
の
目
的
論
に
つ
い
て
も

考
察
し
た
。
環
境
史
が
現
代
を
相
対
化
す
る
視
座
で
あ
る
か
ぎ
り
、
今
日
の

社
会
的
要
請
は
、
環
境
史
を
単
な
る
過
去
の
～
時
代
の
回
顧
に
は
と
ど
め
て

お
か
な
い
。
歯
答
が
現
在
を
照
射
す
る
こ
と
の
意
義
を
、
具
体
的
に
示
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
実
を
、
研
究
者
と
し
て
深
く
認
識
し
て
お
き
た
い
。
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